
JP 4530498 B2 2010.8.25

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電子内視鏡に内蔵した電子内視鏡用撮像素子または光学内視鏡に着脱自在に取り付け可
能なテレビカメラヘッドに内蔵した光学内視鏡用撮像素子を駆動する駆動信号および前記
電子内視鏡用撮像素子または前記光学内視鏡用撮像素子から出力される撮像信号を伝送す
るための電気信号線と、前記電子内視鏡または前記光学内視鏡に対して照明光を供給する
ためのライトガイドと、を内設するとともに、前記電気信号線および前記ライトガイド用
のコネクタを一体に形成した一体型プラグを一端に設けた第１のケーブルと、
　前記第１のケーブルにおける前記一体型プラグを着脱自在に接続する第１の接続部を備
えると共に、前記照明光を発生する光源と、当該照明光を前記ライトガイドに集光するた
めの光学系と、前記第１の接続部とは別に設けられた第２の接続部と、前記第１の接続部
と前記第２の接続部とを接続し前記駆動信号および前記撮像信号を伝送する光学装置内電
気信号線と、を備えた内視鏡用光源装置と、
　前記電子内視鏡用撮像素子または前記光学内視鏡用撮像素子を駆動するための駆動回路
と、これら撮像素子から出力される前記撮像信号に対して所定の信号処理を施す信号処理
回路と、を備えたビデオプロセッサと、
　前記ビデオプロセッサにおける前記駆動回路および前記信号処理回路と接続されると共
に、前記内視鏡用光源装置における前記第２の接続部に着脱自在に接続され、前記駆動信
号および前記撮像信号を伝送する第２のケーブルと、
　前記撮像信号および前記駆動信号の入出力間を絶縁して信号の伝達を行うアイソレーシ
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ョン回路と、
　を具備したことを特徴とする内視鏡システム。
【請求項２】
　電子内視鏡に内蔵した電子内視鏡用撮像素子または光学内視鏡に着脱自在に取り付け可
能なテレビカメラヘッドに内蔵した光学内視鏡用撮像素子を駆動する駆動信号および前記
電子内視鏡用撮像素子または前記光学内視鏡用撮像素子から出力される撮像信号を伝送す
るための電気信号線と、前記電子内視鏡または前記光学内視鏡に対して照明光を供給する
ためのライトガイドと、を内設するとともに、前記電気信号線および前記ライトガイド用
のコネクタを一体に形成した一体型プラグを一端に設けた第１のケーブルにおける当該一
体型プラグを着脱自在に接続する第１の接続部と、
　前記照明光を発生する光源と、
　当該照明光を前記ライトガイドに集光するための光学系と、
　前記第１の接続部とは別に設けられた第２の接続部であって、前記電子内視鏡用撮像素
子または前記光学内視鏡用撮像素子を駆動するための駆動回路とこれら撮像素子から出力
される前記撮像信号に対して所定の信号処理を施す信号処理回路とを備えたビデオプロセ
ッサにおける前記駆動回路および前記信号処理回路と接続される第２のケーブルと接続さ
れる第２の接続部と、
　前記第１の接続部と前記第２の接続部とを接続し前記駆動信号および前記撮像信号を伝
送する光学装置内電気信号線と、
　前記撮像信号および前記駆動信号の入出力間を絶縁して信号の伝達を行うアイソレーシ
ョン回路と、
　を具備したことを特徴とする内視鏡用光源装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、照明光を発生する光源及びこの光源で発生した照明光を内視鏡に供給する光
学系を有する内視鏡用光源装置および内視鏡システムに関する。
【０００２】
【従来の技術】
近年、細長の挿入部を体腔内に挿入することによって、切開を必要とすることなく体腔内
深部の被写体を観察したり、必要に応じて処置具を用いて治療処置のできる内視鏡が広く
用いられている。最近では、前記挿入部先端あるいは後端にＣＣＤ等の撮像素子を備え、
この撮像素子により体腔内被写体の撮像観察を行う電子内視鏡装置或いは光学ファイバ束
やリレーレンズにより像伝送を行う光学内視鏡の接眼部に、撮像素子を有する外付けテレ
ビカメラヘッドを着脱自在に取り付けることによって、前記外付けテレビカメラヘッドに
内蔵した撮像素子により体腔内対象部位の撮像観察を行う光学内視鏡装置が用いられるこ
とも多くなっている。
【０００３】
このような従来の内視鏡装置、例えば前者の電子内視鏡装置を図２７に示す。
図２７に示すように従来の電子内視鏡装置３００は、細長の挿入部３０１ａを有する電子
内視鏡３０１と、この電子内視鏡３０１に接続されるケーブル部３０２と、このケーブル
部３０２に接続される光源装置３０３及びビデオプロセッサ３０４と、このビデオプロセ
ッサ３０４に接続されるモニタ３０５とにより構成される。
【０００４】
前記電子内視鏡３０１の挿入部３０１ａ先端には、ＣＣＤ等の撮像素子３０６及び結像光
学系３０７を有している。前記挿入部３０１ａにはライトガイド３０８が内装されており
、前記挿入部３０１ａ先端には前記ライトガイド３０８の光出射端面が光学的に露出して
いる。一方、前記ライトガイド３０８の光入射端面は前記電子内視鏡３０１の前記ケーブ
ル部３０２と着脱自在に構成された接続部３０９ａに光学的に露出している。また、前記
撮像素子３０６に接続された電気信号線３１０も挿入部３０１ａ内部を通って接続部３０
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９ａに至っている。
【０００５】
前記ケーブル部３０２にはライトガイド３１１及び電気信号線３１２が内装されており、
前記ケーブル部３０２の端部に設けられた接続部３０９ｂを前記接続部３０９ａに接続し
た際には、前記ライトガイド３１１と前記ライトガイド３０８とは光学的な接続がなされ
、また電気信号線３１２と電気信号線３１０とはそれぞれ電気的な接続がなされるよう構
成されている。
【０００６】
前記ケーブル部３０２の前記接続部３０９ｂと反対側の端部では、このケーブル部３０２
が前記ライトガイド３１１を内装するライトガイド側ケーブル部３０２ａと、前記電気信
号線３１２を内装する電気信号線側ケーブル部３０２ｂとに分岐し、これらライトガイド
側ケーブル部３０２ａ及び電気信号線側ケーブル部３０２ｂがライトガイドコネクタ３１
３ａ及び撮像信号コネクタ３１４ａに各々接続されている。
【０００７】
前記ライトガイドコネクタ３１３ａは、前記光源装置３０３に設けられたライトガイドコ
ネクタ受け３１３ｂに着脱自在に接続される。前記光源装置３０３には光源ランプ３１５
が内蔵されており、前記ライトガイドコネクタ３１３ａ端部に対し照明光を入射するよう
になっている。
【０００８】
前記撮像信号コネクタ３１４ａは、前記ビデオプロセッサ３０４に設けられた撮像信号コ
ネクタ受け３１４ｂに着脱自在に接続される。前記ビデオプロセッサ３０４内には撮像素
子を駆動するための駆動回路３１６及びこの駆動回路３１６によって駆動される撮像素子
３０６からの撮像信号を信号処理して標準的な映像信号を出力する信号処理回路３１７が
内蔵されており、それぞれアイソレーション回路（図中『Ｆ』で図示）３１８及び撮像信
号コネクタ受け３１４ｂを介してケーブル部３０２に内装された電気信号線３１２に接続
されるようになっている。また前記信号処理回路３１７は、出力ケーブル３１９を介して
前記モニタ３０５に接続されている。
【０００９】
前記アイソレーション回路３１８は、前記駆動回路３１６や前記信号処理回路３１７、及
び接地されたエンクロージャ部材３２０ａ、３２０ｂにより構成された２次回路と、前記
電子内視鏡３０１内など患者に触れる部分の近傍に配設された撮像素子３０６などの電子
回路で構成され、前記２次回路より絶縁されるフローティング回路とを、所定の耐電圧、
漏れ電流値の基準を満たすよう分離するものである。このアイソレーション回路３１８は
図示しないフォトカプラやパルストランス等からなる所謂アイソレーション手段を介して
、２次回路と患者回路との間を電気的に絶縁した状態で信号の授受を行うような形態を構
成している。
【００１０】
例えば、このようなアイソレーション回路を有する内視鏡装置は、特開平４－２９２１３
３号公報或いは特開平７－３２３００３号公報に開示されている。
【００１１】
また、前記アイソレーション回路３１８と同様の目的から、前記光源装置３０３内に設け
た前記ライトガイドコネクタ受け３１３ｂは、所定の耐電圧、漏れ電流値の基準を満たす
よう光源ランプ３１５や接地されたエンクロージャ部材３２０ａにより構成された２次回
路から絶縁されている。
【００１２】
更に、前記駆動回路３１６及び前記信号処理回路３１７は、整流回路等により構成された
電源回路３２１及びビデオプロセッサ３０４外に設けられたアイソレーション装置３２２
を介して商用電源へと接続されている。また、光源装置３０３内に設けられた前記光源ラ
ンプ３１５は、これもまた光源装置３０３内に設けられた電源回路３２３を介して商用電
源へと接続されている。そして、この電源回路３２３内にはアイソレーション回路３２４
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（図中『Ｆ』で図示）が設けられている。前記アイソレーション装置３２２内の前記アイ
ソレーション回路３２４は、一般的に電源用の絶縁トランス等により構成されており、前
記アイソレーション装置３２２により前述した２次回路と商用電源とは所定の耐電圧を充
分満たすように電気的接続がなされている。
【００１３】
上述したような構成において電子内視鏡装置３００を使用すると、光源装置３０３に内蔵
された光源ランプ３１５からの照明光は、ライトガイドコネクタ受け３１３ｂを介してラ
イトガイド３１１及びライトガイド３０８により伝送され、電子内視鏡３０１の挿入部３
０１ａ先端より照射されて被写体を照らし出す。また、ビデオプロセッサ３０４に設けら
れた駆動回路３１６は撮像素子３０６を駆動するための駆動信号及び電源を出力し、出力
された駆動信号及び電源は撮像信号コネクタ受け３１４ｂを介して電気信号線３１２及び
電気信号線３１０により伝送され撮像素子３０６に至る。これによって駆動された撮像素
子３０６は結像光学系３０７を介して照明光により照明された被写体像を撮像し、撮像信
号として出力する。出力された撮像信号は電気信号線３１０及び電気信号線３１２により
伝送され、撮像信号コネクタ受け３１４ｂを介して信号処理回路３１７に至る。信号処理
回路３１７は得られた撮像信号を処理し、映像信号として出力ケーブル３１９に出力し、
出力ケーブル３１９により伝送された映像信号はモニタ３０５に至ってモニタ画面上に撮
像された内視鏡像を表示させ、術者による被写体像の観察を可能とさせる。
【００１４】
尚、上述した電子内視鏡装置の形態は以上に述べたものに留まらない。例えば撮像素子３
０６は電子内視鏡３０１挿入部３０１ａ先端に設けずとも、図２７（ａ）に示すように挿
入部３０１ａ後端或いは電子内視鏡３０１の把持部３０１ｂ内に設けても良い。この場合
、結像光学系３０７には光学ファイバ束ないしはリレーレンズ系により構成される像伝送
系３３０が含まれることとなる。
【００１５】
また、図２７（ｂ）に示すように、電子内視鏡３０１とケーブル部３０２とを接続部３０
９ａ、３０９ｂにより別体とせず一体に構成することも勿論可能であるが、ケーブル部３
０２と光源装置３０３、及びビデオプロセッサ３０４とは別体に構成し、各々着脱自在と
なすことが一般的である。
【００１６】
上述した電子内視鏡装置３００に対して、光学内視鏡で構成される光学内視鏡装置を図２
８に示す。図２８に示すように光学内視鏡装置４００は、細長の挿入部４０１ａを有する
光学内視鏡４０１と、この光学内視鏡４０１に接続されるライトガイドケーブル４０２と
、このライトガイドケーブル４０２に接続される前記光源装置３０３及び前記光学内視鏡
４０１の接眼部４０１ｂに着脱自在に取り付けられる外付けＴＶカメラヘッド（以下、単
にカメラヘッド）４０３と、このカメラヘッド４０３より延出したケーブル部４０４に接
続される前記ビデオプロセッサ３０４と、このビデオプロセッサ３０４に接続される前記
モニタ３０５とにより構成される。
【００１７】
前記光学内視鏡４０１の挿入部４０１ａには、観察光学系４０６としてのリレーレンズ系
又は図示しない光学ファイバ束が内装されており、被写体の像を接眼部４０１ｂへと伝送
する。前記接眼部４０１ｂに接続されるカメラヘッド４０３は結像光学系４０７及び撮像
素子３０６を内蔵しており、前記光学内視鏡４０１により伝送された被写体像は前記結像
光学系４０７を介して前記撮像素子３０６の撮像面に結像するようになっている。この撮
像素子３０６に接続された電気信号線４１０は、ケーブル部４０４内部を通って撮像信号
コネクタ４１４ａへと至る。
【００１８】
この撮像信号コネクタ４１４ａは、前記ビデオプロセッサ３０４に設けられた撮像信号コ
ネクタ受け３１４ｂと着脱自在に構成されており、前記撮像信号コネクタ４１４ａと撮像
信号コネクタ受け３１４ｂとが接続された際には、前記ビデオプロセッサ３０４に内蔵さ
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れた駆動回路３１６及び信号処理回路３１７と、電気信号線４１０とが前記アイソレーシ
ョン回路３１８を介して電気的接続をなすよう構成されている。一方、前記挿入部４０１
ａにはライトガイド４０８が内装されており、前記挿入部４０１ａ先端にはこのライトガ
イド４０８の光出射端面が光学的に露出している。前記ライトガイド４０８の反対側の光
入射端面は光学内視鏡４０１ａのライトガイドケーブル４０２との着脱自在に構成された
接続部４０９ａに光学的に露出しており、前記ライトガイドケーブル４０２の端部に設け
られた接続部４０９ｂと着脱自在に接続可能である。そして、前記接続部４０９ａを接続
部４０９ｂに接続した際には前記ライトガイド４０８と前記ライトガイドケーブル４０２
とが光学的接続をなすよう構成されている。更に前記ライトガイドケーブル４０２の他端
にはライトガイドコネクタ４１３ａが設けられており、このライトガイドコネクタ４１３
ａは前記光源装置３０３に設けられたライトガイドコネクタ受け３１３ｂと着脱自在に接
続可能に構成されている。
【００１９】
上述したような構成において光学内視鏡装置４００を使用すると、光源装置３０３に内蔵
された光源ランプ３１５より供給された照明光は、ライトガイドコネクタ受け３１３ｂを
介してライトガイドケーブル４０２及びライトガイド４０８により伝送され、光学内視鏡
４０１の挿入部４０１ａ先端より被写体を照明する。また、ビデオプロセッサ３０４に設
けられた駆動回路３１６は撮像素子３０６を駆動するための駆動信号及び電源を出力し、
出力された駆動信号及び電源は撮像信号コネクタ受け３１４ｂを介して電気信号線３１０
により伝送され撮像素子３０６に至る。これによって駆動された撮像素子３０６は、光学
内視鏡４０１の観察光学系４０６及びカメラヘッド４０３の結像光学系４０７を介して照
明光により照明された被写体像を撮像し、撮像信号として出力する。出力された撮像信号
は電気信号線４１０により伝送され、撮像信号コネクタ受け３１４ｂを介して信号処理回
路３１７に至る。その後は上記した電子内視鏡装置と同様のプロセスを経て、術者による
被写体像の観察が可能となる。また、術者が光学内視鏡４０１のみを使用し、接眼部４０
１ｂからの目視による被写体像の観察を行いたい場合には、カメラヘッド４０３を不使用
とし、接眼部４０１ｂから取り外すことで可能となる。
【００２０】
このように上記した光学内視鏡装置４００や電子内視鏡装置３００等の内視鏡装置は、コ
ネクタ接続作業の簡略化や、コネクタを一体化することによる装置全体の小型化や低価格
化を図る目的で例えば実用登録第２５８５８３２号公報等に記載されているようにライト
ガイドコネクタ３１３ａ又は４１３ａと撮像信号コネクタ３１４ａとの一体化や、ライト
ガイドコネクタ受け３１３ｂと撮像信号コネクタ受け３１４ｂとの一体化をしたものが提
案されている。
【００２１】
しかしながら、上記実用登録第２５８５８３２号公報等に記載されている内視鏡装置は、
光学内視鏡４０１とカメラヘッド４０３とが別体に存在しており、ライトガイドコネクタ
４１３ａと撮像信号コネクタ４１４ａとを一体化することは光学内視鏡４０１とカメラヘ
ッド４０３とを一体に構成することを意味している。
【００２２】
これは例えば特開昭６０－２４３６２５号公報や米国特許ＵＳＰ５，３１１，８５９号に
記載されている内視鏡装置のように、ライトガイドコネクタ３１３ａ又は４１３ａと撮像
信号コネクタ３１４ａ又は４１４ａとを一体的に形成して構成したものが提案されており
、このような内視鏡装置は、例えば光学内視鏡４０１のみを接眼部４０１ａからの目視観
察により使用したい術者にとっては不要なカメラヘッドが一体化していることとなり、不
経済であった。
【００２３】
この不経済を避けるためには、内視鏡装置におけるライトガイドコネクタ３１３ａ又は４
１３ａと撮像信号コネクタ３１４ａ又は４１４ａとを別体に構成することが必要となる。
従ってこの場合、内視鏡装置においてコネクタを一体化したことに関わるメリットを得る
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ことができないという問題があった。
【００２４】
また、図２８で説明した光学内視鏡装置４００でライトガイドコネクタ４１３ａと撮像信
号コネクタ４１４ａとを一体化せず、図２７で説明した電子内視鏡装置でライトガイドコ
ネクタ３１３ａと撮像信号コネクタ３１４ａとを一体化した場合には、前記電子内視鏡装
置３００と前記光学内視鏡装置４００との間で互換性が取れなくなり、これらの装置を併
用或いは交換使用する場合の組合せが煩雑になり不経済になるという問題も生じる。
【００２５】
また、電子内視鏡装置３００においてライトガイドコネクタ３１３ａと撮像信号コネクタ
３１４ａとを一体化することは、単純に考えるとそのまま光源装置３０３とビデオプロセ
ッサ３０４とを一体化し構成することになる。
【００２６】
しかしながら、電子内視鏡装置３００では例えば撮像素子の駆動方式の違いなどに応じて
様々なバリエーションが考えられ、それらのバリエーションに応じたビデオプロセッサ３
０４を各々用意し、電子内視鏡３０１の交換に応じてビデオプロセッサ３０４も交換しな
くてはならない。
【００２７】
一方、これに対して、特開平２－１３０５１５号公報に記載されている内視鏡装置は、光
源装置３０３とビデオプロセッサ３０４とを別体に構成し、光源装置３０３を経由して撮
像素子３０６の駆動信号又は撮像信号をビデオプロセッサ３０４と送受信するものが提案
されている。
【００２８】
上記内視鏡装置は、ライトガイドコネクタ３１３ａと撮像信号コネクタ３１４ａとを一体
化した構成を有しながら、ビデオプロセッサ３０４のみを交換するのみで電子内視鏡３０
１のバリエーションに対応することが可能である。また、光学内視鏡４０１内を経由して
カメラヘッド４０３に撮像素子３０６の駆動または撮像信号を送受信し、光学内視鏡４０
１とカメラヘッド４０３とを着脱自在に構成することによって、光学内視鏡４０１のみを
接眼部４０１ａからの目視観察により使用する際には不要なカメラヘッド４０３を取り外
して使用することが可能である。
【００２９】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上記特開平２－１３０５１５号公報に記載の内視鏡装置は、装置自体が前
述したアイソレーション手段を有していないため、電子内視鏡装置３００では電子内視鏡
３０１の漏れ電流を抑え、耐電圧を確保するために電子内視鏡３０１或いはケーブル部３
０２或いはカメラヘッド４０３自体が大型化してしまう問題を生じる。また、ビデオプロ
セッサ３０４内にアイソレーション手段を設けた場合には、電子内視鏡３０１のバリエー
ションに応じてビデオプロセッサ３０４を交換使用する際に、それぞれのビデオプロセッ
サ３０４内にアイソレーション手段を設けなければならず不経済である。また、光学内視
鏡装置４００に用いられる光学内視鏡４０１は、撮像素子３０６の駆動または撮像信号を
送受信するための電気信号線を内装していなくてはならず、このことが光学内視鏡４０１
自体の価格を高価する要因となる。
【００３０】
　本発明は、上記事情に鑑みてなされたもので、接続作業を簡略化でき、電子内視鏡装置
と光学内視鏡装置との互換性が有効で、且つ経済的であり、撮像信号の漏れ電流を押さえ
ると共に、耐電圧が確保可能な内視鏡用光源装置および内視鏡システムを提供することを
目的とする。
【００３１】
【課題を解決するための手段】
　前記目的を達成するため、本発明の内視鏡システムは、
　電子内視鏡に内蔵した電子内視鏡用撮像素子または光学内視鏡に着脱自在に取り付け可
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能なテレビカメラヘッドに内蔵した光学内視鏡用撮像素子を駆動する駆動信号および前記
電子内視鏡用撮像素子または前記光学内視鏡用撮像素子から出力される撮像信号を伝送す
るための電気信号線と、前記電子内視鏡または前記光学内視鏡に対して照明光を供給する
ためのライトガイドと、を内設するとともに、前記電気信号線および前記ライトガイド用
のコネクタを一体に形成した一体型プラグを一端に設けた第１のケーブルと、
　前記第１のケーブルにおける前記一体型プラグを着脱自在に接続する第１の接続部を備
えると共に、前記照明光を発生する光源と、当該照明光を前記ライトガイドに集光するた
めの光学系と、前記第１の接続部とは別に設けられた第２の接続部と、前記第１の接続部
と前記第２の接続部とを接続し前記駆動信号および前記撮像信号を伝送する光学装置内電
気信号線と、を備えた内視鏡用光源装置と、
　前記電子内視鏡用撮像素子または前記光学内視鏡用撮像素子を駆動するための駆動回路
と、これら撮像素子から出力される前記撮像信号に対して所定の信号処理を施す信号処理
回路と、を備えたビデオプロセッサと、
　前記ビデオプロセッサにおける前記駆動回路および前記信号処理回路と接続されると共
に、前記内視鏡用光源装置における前記第２の接続部に着脱自在に接続され、前記駆動信
号および前記撮像信号を伝送する第２のケーブルと、
　前記撮像信号および前記駆動信号の入出力間を絶縁して信号の伝達を行うアイソレーシ
ョン回路と、
　を具備したことを特徴とする。
　また、本発明の内視鏡用光源装置は、
　電子内視鏡に内蔵した電子内視鏡用撮像素子または光学内視鏡に着脱自在に取り付け可
能なテレビカメラヘッドに内蔵した光学内視鏡用撮像素子を駆動する駆動信号および前記
電子内視鏡用撮像素子または前記光学内視鏡用撮像素子から出力される撮像信号を伝送す
るための電気信号線と、前記電子内視鏡または前記光学内視鏡に対して照明光を供給する
ためのライトガイドと、を内設するとともに、前記電気信号線および前記ライトガイド用
のコネクタを一体に形成した一体型プラグを一端に設けた第１のケーブルにおける当該一
体型プラグを着脱自在に接続する第１の接続部と、
　前記照明光を発生する光源と、
　当該照明光を前記ライトガイドに集光するための光学系と、
　前記第１の接続部とは別に設けられた第２の接続部であって、前記電子内視鏡用撮像素
子または前記光学内視鏡用撮像素子を駆動するための駆動回路とこれら撮像素子から出力
される前記撮像信号に対して所定の信号処理を施す信号処理回路とを備えたビデオプロセ
ッサにおける前記駆動回路および前記信号処理回路と接続される第２のケーブルと接続さ
れる第２の接続部と、
　前記第１の接続部と前記第２の接続部とを接続し前記駆動信号および前記撮像信号を伝
送する光学装置内電気信号線と、
　前記撮像信号および前記駆動信号の入出力間を絶縁して信号の伝達を行うアイソレーシ
ョン回路と、
　を具備したことを特徴とする。
【００３２】
【発明の実施の形態】
以下、図面を参照しながら本発明の実施の形態について説明する。
（第１の実施の形態）
図１ないし図８は本発明の第１の実施の形態に係わり、図１は本発明の第１の実施の形態
を備えた内視鏡装置を示す全体構成図、図２は図１の電子内視鏡の操作部近傍、ケーブル
部端部及びカメラヘッド端部を示す外観図、図３はライトガイドコネクタ及び電気信号コ
ネクタを示す説明図であり、図３（ａ）はケーブル部端部の断面図、図３（ｂ）は電子内
視鏡の操作部近傍の断面図、図３（ｃ）は光学内視鏡の操作部近傍の断面図、図４はカメ
ラヘッドを示す説明図であり、図４（ａ）は図２のカメラヘッド端部の断面図、図４（ｂ
）はカメラヘッドの外観図、図５はケーブル部の一体型プラグを示す説明図であり、図５
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（ａ）はケーブル部の一体型プラグの断面図、図５（ｂ）は同図（ａ）の外観図、図６は
光源装置の一体型レセプタクルを示す説明図であり、図６（ａ）は一体型レセプタクルの
断面図、図６（ｂ）は同図（ａ）の外観図、図７は本発明の第１の実施の形態の変形例を
示す内視鏡装置の構成図、図８は他の変形例を示す断面図である。
【００３３】
図１に示すように本発明の第１の実施の形態を備えた内視鏡装置１は、挿入部２ａ先端部
にＣＣＤ等の撮像素子３を有する電子内視鏡２と、挿入部４ａ先端部にリレーレンズ系又
は光学ファイバ束等の観察光学系５が内装される光学内視鏡４と、この光学内視鏡４の接
眼部４ｂに着脱自在に取り付けられる外付けＴＶカメラヘッド（以下、カメラヘッド）６
と、前記電子内視鏡２又は前記光学内視鏡４及び前記カメラヘッド６に選択的に接続され
るケーブル部７と、このケーブル部７に接続される内視鏡用光源装置（以下、光源装置）
８と、この光源装置８に接続されるビデオプロセッサ９と、このビデオプロセッサ９に接
続されるモニタ１０とにより構成される。
【００３４】
前記電子内視鏡２は、撮像素子３の撮像面に被写体像を結像する結像光学系１１が設けら
れている。また、前記挿入部２ａには照明光を伝送するファイバ束により構成されたライ
トガイド１２が内装されており、前記挿入部２ａ先端には前記ライトガイド１２の光出射
端面が光学的に露出している。前記電子内視鏡２の操作部２ｂにはライトガイドコネクタ
１３ａが設けられており、前記ケーブル部７の端部に設けられたライトガイドコネクタ１
３ｂが着脱自在に接続されるよう構成されている。一方、前記撮像素子３に接続された電
気信号線１４も前記挿入部２ａに内装されており、前記ライトガイドコネクタ１３ａとは
別体として前記操作部２ｂに設けられた電気信号コネクタ１５ａへと接続されている。
【００３５】
前記ケーブル部７には前記光源装置８からの照明光を供給するためのライトガイド１６及
び前記ビデオプロセッサ９からの電源の供給及び電気信号を入出力するための電気信号線
１７が内装されている。前記ケーブル部７の端部には前記ライトガイドコネクタ１３ｂの
他に電気信号コネクタ１５ｂが設けられており、この電気信号コネクタ１５ｂは前記操作
部２ｂの電気信号コネクタ１５ａに着脱自在となるよう構成されている。前記ライトガイ
ド１６の光出射端は前記ライトガイドコネクタ１３ｂへと接続され、また前記電気信号線
１７の一端は前記電気信号コネクタ１５ｂへと接続されている。
【００３６】
そして、前記ケーブル部７のライトガイドコネクタ１３ｂを前記電子内視鏡２のライトガ
イドコネクタ１３ａに接続すると、前記ケーブル部７のライトガイド１６と前記電子内視
鏡２のライトガイド１２とは光学的に接続されるよう構成されている。また、前記ケーブ
ル部７の電気信号コネクタ１５ｂを前記電子内視鏡２の電気信号コネクタ１５ａに接続す
ると、前記ケーブル部７の電気信号線１７と前記電子内視鏡２の電気信号線１４とは電気
的に接続されるよう構成されている。
【００３７】
尚、前記電子内視鏡２のライトガイドコネクタ１３ａ又は前記ケーブル部７のライトガイ
ドコネクタ１３ｂと、前記電子内視鏡２の電気信号コネクタ１５ａ又は前記ケーブル部７
の電気信号コネクタ１５ｂとの位置関係は、着脱時に接続／非接続が同時に達成される関
係となっている。即ち、前記ケーブル部７のライトガイドコネクタ１３ｂを前記電子内視
鏡２のライトガイドコネクタ１３ａに接続した際には、前記ケーブル部７の電気信号コネ
クタ１５ｂと前記電子内視鏡２の電気信号コネクタ１５ａとの接続も達成され、前記ケー
ブル部７のライトガイドコネクタ１３ｂを前記電子内視鏡２のライトガイドコネクタ１３
ａから脱去した際には前記ケーブル部７の電気信号コネクタ１５ｂと前記電子内視鏡２の
電気信号コネクタ１５ａとの接続も解除される構成となっている。また、言い換えれば逆
もまた同様であり、前記ケーブル部７の電気信号コネクタ１５ｂと前記電子内視鏡２の電
気信号コネクタ１５ａに接続した際には前記ケーブル部７のライトガイドコネクタ１３ｂ
を前記電子内視鏡２のライトガイドコネクタ１３ａとの接続も達成され、前記ケーブル部
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７の電気信号コネクタ１５ｂを前記電子内視鏡２の電気信号コネクタ１５ａから脱去した
際には前記ケーブル部７のライトガイドコネクタ１３ｂを前記電子内視鏡２のライトガイ
ドコネクタ１３ａとの接続も解除される構成となっている。
【００３８】
前記ケーブル部７のライトガイドコネクタ１３ｂ及び電気信号コネクタ１５ｂとは反対側
の端部には、前記光源装置８に着脱自在に接続されるための電気信号とライトガイドのコ
ネクタを一体化した一体型プラグ１８ａが設けられており、前記ライトガイド１６及び電
気信号線１７はこの一体型プラグ１８ａへと接続されている。
【００３９】
前記光源装置８には、前記ケーブル部７の一体型プラグ１８ａと着脱自在に構成された一
体型レセプタクル１８ｂが設けられている。前記ケーブル部７に内装された前記ライトガ
イド１６及び前記電気信号線１７は、前記一体型プラグ１８ａを前記一体型レセプタクル
１８ｂに接続することにより、前記光源装置８に接続される。この光源装置８内には照明
光を発生する光源ランプ２１及びこの光源ランプ２１からの照明光を前記ケーブル部７の
ライトガイド１６に集光する集光光学系２２が設けられており、前記ケーブル部７の一体
型プラグ１８ａが前記一体型レセプタクル１８ｂに接続された状態においては、前記光源
ランプ２１にから発せられた照明光は前記集光光学系２２を介して前記ライトガイド１６
端部に照射供給される構成となっている。
【００４０】
一方このとき、前記ケーブル部７の電気信号線１７は前記光源装置８内に設けられたアイ
ソレーション回路２３（図中『Ｆ』で図示）を介して、これもまた前記光源装置８に設け
られた信号コネクタ２４及び電源回路２５へと接続されている。ここで、前記アイソレー
ション回路２３はフォトカプラ或いはコンデンサ、トランス等の図示しないアイソレーシ
ョン素子により構成されており、前記一体型レセプタクル１８ｂと前記信号コネクタ２４
及び前記電源回路２５との間の電気的絶縁を所定の耐電圧、漏れ電流で維持しつつ電気信
号及び電力を伝達する構成となっている。
【００４１】
前記光源装置８内の前記電源回路２５は電源ケーブル２６を介して商用電源に接続され、
この電源回路２５内には絶縁トランス等により構成されたアイソレーション回路２７（図
中『Ｆ』で図示）が設けられており、前記電源回路２５と商用電源との間の耐電圧を維持
しつつ電力を伝達するようになっている。尚、前記電源回路２５はまた、前記光源ランプ
２１を発光させるための電力を前記光源ランプ２１に供給するよう構成されている。
【００４２】
前記光源装置８のエンクロージャ部材２８ａは金属材料にて構成されており、接地されて
いる。ここで、前記一体型レセプタクル１８ｂ及びアイソレーション回路２３はその相互
接続部も含め前記エンクロージャ部材２８ａとは電気的に絶縁されており、前記一体型プ
ラグ１８ａを前記一体型レセプタクル１８ｂに接続した際にも前記電気信号線１７は前記
エンクロージャ部材２８ａから絶縁されるよう構成されている。
【００４３】
前記ビデオプロセッサ９は、出力ケーブル３１によって前記光源装置８の信号コネクタ２
４に着脱自在に接続される。尚、この出力ケーブル３１はビデオプロセッサ９と一体に形
成されていても、別体かつ着脱自在に形成されていても、どちらでも良い。また、前記ビ
デオプロセッサ９のエンクロージャ部材２８ｂも同様に金属材料にて構成されており、接
地されている。
【００４４】
前記ビデオプロセッサ９内には前記電子内視鏡２又は前記カメラヘッド６の撮像素子３を
駆動するための駆動回路３２及びこの駆動回路３２によって駆動される撮像素子３からの
撮像信号を信号処理して標準的な映像信号を出力する信号処理回路３３が内蔵されており
、これら駆動回路３２及び信号処理回路３３は前記出力ケーブル３１に接続されている。
前記信号処理回路３３は前記ビデオプロセッサ９外に設けられた映像ケーブル３４に接続
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されており、この映像ケーブル３４は前記モニタ１０へと接続されている。そして、前記
モニタ１０は内視鏡像１０ａを表示するためのモニタ画面１０ｂを有している。
【００４５】
また、前記駆動回路３２及び信号処理回路３３は整流回路等により構成された電源回路３
５及びビデオプロセッサ９外に設けられたアイソレーション装置３６を介して商用電源へ
と接続されている。前記アイソレーション装置３６内のアイソレーション回路３６ａは、
一般的な電源用の絶縁トランス等により構成されており、前記アイソレーション装置３６
により前記ビデオプロセッサ９内の駆動回路３２や信号処理回路３３などの２次回路を、
商用電源に接続された１次回路から絶縁している。ここで、前記ケーブル部７のライトガ
イドコネクタ１３ａは、前記光学内視鏡４のライトガイドコネクタ１３ｃにも着脱自在に
接続される構成となっている。
【００４６】
前記光学内視鏡４の挿入部４ａ先端には前記ライトガイド４１の光出射端面が光学的に露
出している。一方、前記ライトガイド４１の反対側の光入射端面は前記光学内視鏡４のラ
イトガイドコネクタ１３ｃに光学的に露出している。そして、前記ケーブル部７のライト
ガイドコネクタ１３ａと前記光学内視鏡４のライトガイドコネクタ１３ｃとが接続された
際には、前記光学内視鏡４の挿入部４ａに内装されたライトガイド４１と、前記ケーブル
部７のライトガイド１６とが光学的に接続されるようになっている。また、前記光学内視
鏡４の観察光学系５は前記光学内視鏡４の接眼部４ｂへと至っており、挿入部４ａ先端で
捉えた被写体像を前記接眼部４ｂへ伝送するようになっている。
【００４７】
前記カメラヘッド６にはアイピースマウント５１が設けられており、このアイピースマウ
ント５１によって前記カメラヘッド６は前記光学内視鏡４の接眼部４ｂに着脱自在となっ
ている。また、前記カメラヘッド６は内部に結像光学系１１及び撮像素子３を有しており
、前記撮像素子３に接続された電気信号線５２はカメラケーブル５３内を通って電気信号
コネクタ１５ｃへと接続されている。前記電気信号コネクタ１５ｃは前記ケーブル部７の
電気信号コネクタ１５ｂと着脱自在に構成されており、前記ケーブル部７の電気信号コネ
クタ１５ｂとの接続時には、前記カメラヘッド６の電気信号線５２と、前記ケーブル部７
の電気信号線１７とが電気的に接続されるようになっている。
【００４８】
次に、図２～図４を用いてライトガイドコネクタ１３ａ～１３ｃ及び電気信号コネクタ１
５ａ～１５ｃの詳細構成を説明する。
図２に示すように前記ケーブル部７には前記したようにライトガイドコネクタ１３ｂ及び
電気信号コネクタ１５ｂが設けられており、前記電子内視鏡２のライトガイドコネクタ１
３ａ及び電気信号コネクタ１５ａ又は前記光学内視鏡４のライトガイドコネクタ１３ｃ（
図１参照）及び前記カメラヘッド６の電気信号コネクタ１５ｃが着脱自在に接続されるよ
うになっている。
【００４９】
前記ケーブル部７のライトガイドコネクタ１３ｂには前記したように内装された前記ライ
トガイド１６の光出射端面が光学的に露出している。尚、このライトガイド１６の光出射
端面の露出は光学的なものであるため、前記ライトガイド１６の端面が直接露出していて
も、カパーガラスやレンズ等の光学部材を介した状態で露出していても構わない。また、
本実施の形態では、図３（ａ）に示すようにレンズを介さない状態での光学的露出形態を
示している。
また、前記ライトガイド１６の周囲にはこのライトガイド１６伸長方向を軸として回動自
在にスリーブ６１ｂが設けられている。このスリーブ６１ｂは内周面に雌ネジ６２を有し
ている。
【００５０】
前記ケーブル部７の電気信号コネクタ１５ｂには少なくとも１本以上のコンタクトピン６
３が設けられており、このコンタクトピン６３は各々内装された少なくとも１本以上の前
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記電気信号線１７へと接続されている。そして、前記ケーブル部７のライトガイドコネク
タ１３ｂと電気信号コネクタ１５ｂとは、固定部材６４によって相対的に移動しないよう
固定されている。尚、このとき前記ケーブル部７のライトガイドコネクタ１３ｂの接続時
装着方向と電気信号コネクタ１５ｂの接続時装着方向とは一致するように固定されている
。
【００５１】
前記電子内視鏡２のライトガイドコネクタ１３ａには前記したように内装された前記ライ
トガイド１２の光出射端面が光学的に露出している。尚、このライトガイド１２の光出射
端面の露出も前記ケーブル部７のライトガイド１６と同様に、光学的なものであるため、
前記ライトガイド１２の端面が直接露出していても、カパーガラスやレンズ等の光学部材
を介した状態で露出していても構わない。
また、前記ライトガイド１２の周囲に設けられたスリーブ６１ａ外周面には、前記ケーブ
ル部７のスリーブ６１ｂ内周面に設けられた雌ネジ６２と螺合する雄ネジ６５ａが設けら
れている。
【００５２】
前記電子内視鏡２の電気信号コネクタ１５ａには前記ケーブル部７の電気信号コネクタ１
５ｂの接続時において、前記電気信号コネクタ１５ｂのコンタクトピン６３が挿入される
孔６６ａが形成されており、図３（ｂ）に示すようにこの孔６６ａ内には前記コンタクト
ピン６３と接触して電気的接続を行うコンタクトスリーブ６７ａが各々設けられている。
このコンタクトスリーブ６７ａは、各々内装された前記電気信号線１４へと接続されてい
る。
【００５３】
前記光学内視鏡４のライトガイドコネクタ１３ｃの構成は、前記電子内視鏡２のライトガ
イドコネクタ１３ａとほぼ同じである。即ち、図３（ｃ）に示すように内装された前記ラ
イトガイド４１の光出射端面が光学的に露出しており、このライトガイド４１の周囲に設
けられたスリーブ６１ｃ外周面には、前記ケーブル部７のスリーブ６１ｂ内周面に設けら
れた雌ネジ６２と螺合する雄ネジ６５ｃが設けられている。
【００５４】
前記カメラヘッド６の電気信号コネクタ１５ｃの構成は、前記電子内視鏡２の電気信号コ
ネクタ１５ａとほぼ同じである。即ち、前記ケーブル部７の電気信号コネクタ１５ｂの接
続時において、前記電気信号コネクタ１５ｂのコンタクトピン６３が挿入される孔６６ｃ
が形成されており、図４（ａ）に示すようにこの孔６６ｃ内には前記コンタクトピン６３
と接触して電気的接続を行うコンタクトスリーブ６７ｃが各々設けられている。このコン
タクトスリーブ６７ｃは、各々前記カメラケーブル５３に内装された前記電気信号線５２
へと接続されている。
【００５５】
尚、前記カメラヘッド６を前記光学内視鏡４の接眼部４ｂ及び前記ケーブル部７の電気信
号コネクタ１５ｂに接続した際、前記カメラケーブル５３に捻れを生じたりしないよう、
図４（ｂ）に示すように前記カメラヘッド６のＵＰ方向と、電気信号コネクタ１５ｃのＵ
Ｐ方向とは略同一方向となるよう構成した方が、内装された前記電気信号線５２の断線耐
性品質を確保する上では有効である。
【００５６】
次に、図５を用いて前記光源装置８に着脱自在に接続される前記ケーブル部７の一体型プ
ラグ１８ａの詳細構成を説明する。
図５（ａ）に示すように前記ケーブル部７に内装されたライトガイド１６は前記一体型プ
ラグ１８ａに設けられたスリーブ７１内に接着固定され、前記ライトガイド１６の光入射
端面が前記スリーブ７１端面より光学的に露出している。この露出についても光学的なも
のであり、前記ライトガイド１６の端面が直接露出していても、カバーガラスやレンズ等
の光学部材を介した状態で露出していても構わない。
【００５７】
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一方、前記一体型プラグ１８ａの非導電性材料により形成された把持部７２の側端部外周
面には、前記光源装置８の一体型レセプタクル１８ｂへの挿入方向に電気的に接続される
少なくとも１つ以上の電気接点７３が設けられている。そして、この電気接点７３には、
前記ケーブル部７に内装された電気信号線１７が各々接続されている。尚、前記ケーブル
部７の外皮７４には金属製フェルール７５がかしめられており、この金属製フェルール７
５と前記スリーブ７１とは一体的に形成されている。また、図５（ｂ）に示すように前記
一体型プラグ１８ａの把持部７２の側端部外周面には、前記光源装置８の一体型レセプタ
クル１８ｂへの挿入方向に前記電気接点７３と共に、平面部７６が形成されている。
【００５８】
次に、図６を用いて前記ケーブル部７の一体型プラグ１８ａが着脱自在に接続される前記
光源装置８の一体型レセプタクル１８ｂの詳細構成を説明する。
図６（ａ）に示すように前記光源装置８の一体型レセプタクル１８ｂには、前記ケーブル
部７のスリーブ７１と嵌合する挿入口を有し、非導電性材料で形成されるハウジング８１
が設けらている。このハウジング８１には、前記一体型プラグ１８ａの把持部７２と嵌合
し、この把持部７２に設けられた各電気接点７３及び平面部７６に対応する位置に各々電
気接点８２と平面部８３とを有する凹部８４が形成されている。
【００５９】
前記ハウジング８１には電気基板８５が固定されており、この電気基板８５には前記凹部
８４に設けられた電気接点８２が半田付されている。また、前記電気基板８５には複数の
電気信号線８６も半田付されており、これら電気信号線８６と前記電気接点８２との間は
電気的に接続されている。更に、前記電気基板８５上には、前記アイソレーション回路２
３をも構成されている。また、前記電気信号線８６は前記信号コネクタ２４（図１参照）
へと電気的に接続されている。尚、この電気信号線８６の周囲は、外皮８７により外部環
境から所定の耐電圧、漏れ電流を満足するよう絶縁されている。
【００６０】
前記ケーブル部７の一体型プラグ１８ａを前記光源装置８の一体型レセプタクル１８ｂに
挿入接続すると、前記一体型プラグ１８ａの端面７７が前記一体型レセプタクル１８ｂの
端面８８に突き当り停止するようになっている。この位置における前記一体型プラグ１８
ａのスリーブ７１端面の位置に、前記光源装置８の前記光源ランプ２１及び集光光学系２
２による照明光が集光するよう、前記ハウジング８１、光源ランプ２１及び集光光学系２
２は前記光源装置８の接地されたエンクロージャ部材２８ａ内に固定されている。また、
前述したようにハウジング８１は非導電性材料で形成されており、電気接点８２、電気基
板８５をエンクロージャ部材２８ａから所定の耐電圧、漏れ電流を満足するよう絶縁して
いる。
【００６１】
このように構成した内視鏡装置１を用いて内視鏡検査を行う。先ず、電子内視鏡２を用い
た場合を以下に説明する。
先ず、ケーブル部７のライトガイドコネクタ１３ｂ及び電気信号コネクタ１５ｂを電子内
視鏡２のライトガイドコネクタ１３ａ及び電気信号コネクタ１５ａに接続し、更にケーブ
ル部７の一体型プラグ１８ａを光源装置８の一体型レセプタクル１８ｂに接続することで
、電子内視鏡２とケーブル部７、ケーブル部７と光源装置８は光学的電気的に接続状態と
なる。ここで、電子内視鏡２のライトガイドコネクタ１３ａとケーブル部７のライトガイ
ドコネクタ１３ｂ及び電子内視鏡２の電気信号コネクタ１５ａとケーブル部７の電気信号
コネクタ１５ｂの接続は次のように行われる。
【００６２】
ケーブル部７の電気信号コネクタ１５ｂに設けられたコンタクトピン６３を電子内視鏡２
の電気信号コネクタ１５ａに形成した孔６６ａの位置を合わせ、電子内視鏡２のライトガ
イドコネクタ１３ａに設けられた雄ネジ６５ａと、ケーブル部７のライトガイドコネクタ
１３ｂに設けられた雌ネジ６２とを螺合させ、ライトガイドコネクタ１３ｂのスリーブ６
１ｂを回転させ締め込む。
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【００６３】
このことにより、ケーブル部７の電気信号コネクタ１５ｂに設けられたコンタクトピン６
３は各々電子内視鏡２の電気信号コネクタ１５ａに形成した孔６６ａに挿入され、電子内
視鏡２の電気信号コネクタ１５ａに設けられたコンタクトスリーブ６７ａに接触し電気的
接続を確立した状態で固定される。
【００６４】
また、ケーブル部７のライトガイドコネクタ１３ｂに内装しているライトガイド１６の光
出射端面と電子内視鏡２のライトガイドコネクタ１３ａに内装しているライトガイド１２
の光入射端面とは対向位置で固定されることとなり、ライトガイド同士の光学的接続が確
立した状態で固定される。次に、ケーブル部７の一体型プラグ１８ａを光源装置８の一体
型レセプタクル１８ｂに接続する。前述したように一体型プラグ１８ａの挿入方向の側端
部外周面に形成された平面部７６位置と、一体型レセプタクル１８ｂの凹部８４に形成さ
れた平面部７６位置とを一致させ、一体型プラグ１８ａのスリーブ７１を一体型レセプタ
クル１８ｂのエンクロージャ部材２８ａに形成された凹部８４の挿入ロヘと一体型プラグ
１８ａの端面７７が一体型レセプタクル１８ｂの端面８８に突き当たるまで挿入すること
によって、一体化プラグ１８ａと一体型レセプタクル１８ｂとは接続される。
【００６５】
この状態で光源装置８の光源ランプ２１を発光させると、その照明光は集光光学系２２に
よって一体型プラグ１８ａの端面（ライトガイド１６の光入射端面）に集光され、ケーブ
ル部７のライトガイド１６及び電子内視鏡２のライトガイド１２を経由して電子内視鏡２
の挿入部２ａ先端へと伝達され被写体を照明する（図１参照）。
【００６６】
更に、ビデオプロセッサ９を起動することにより駆動回路３２が起動し、出力ケーブル３
１に撮像素子駆動信号を出力する。この撮像素子駆動信号は出力ケーブル３１を介して光
源装置８へと至り、この光源装置８の信号コネクタ２４を介してして光源装置８内の電気
信号線８６、アイソレーション回路２３を経由し、一体型レセプタクル１８ｂを介してケ
ーブル部７の一体型プラグ１８ａヘと伝達される。
【００６７】
そして、撮像素子駆動信号は一体型プラグ１８ａからケーブル部７内の電気信号線１７を
経由してケーブル部７の電気信号コネクタ１５ｂへ伝達され、この電気信号コネクタ１５
ｂから電子内視鏡２の電気信号コネクタ１５ａへ伝達されることで、電子内視鏡２内の電
気信号線１４を経由して電子内視鏡２の挿入部２ａ先端の撮像素子３へと至る。これによ
り、駆動回路３２は撮像素子３を駆動してこの撮像素子３の撮像面上に結像した被写体像
の撮像を行うことが可能となる。
光源装置８からの照明光により照明された被写体像は挿入部２ａ先端の撮像光学系７を介
して撮像素子３の撮像面上に結像し、この撮像素子３により撮像され、撮像信号として電
気信号線１４へと出力される。
【００６８】
ここで、この撮像信号は一般的にそのままモニタ１０に供給されても映像としてモニタ画
面１０ｂ上に表示できない形態をなしている。この撮像信号は信号処理回路３３により処
理されることで映像信号へと変換されるが、一般的にこの映像信号はそのままモニタ１０
に供給することで映像としてモニタ画面１０ｂ上に表示できる形態をなしている。現在一
般に広く使用されている映像信号としては、例えばＮＴＳＣ、ＰＡＬ、ＳＥＣＡＭなどの
名で知られるコンポジット信号や、ＲＧＢなどの名で知られるコンポーネント信号などが
ある。
【００６９】
さて、撮像素子３より出力された撮像信号は、上述した撮像素子駆動信号とは逆の経路を
辿り、光源装置８のアイソレーション回路２３を経由してビデオプロセッサ９内の信号処
理回路３３へと入力される。この信号処理回路３３は入力された撮像信号を信号処理し、
映像信号として映像ケーブル３４へと出力する。出力された映像信号はモニタ１０へと入
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力され、このモニタ１０は入力された映像信号に基いて、撮像された被写体の内視鏡像１
０ａをモニタ画面１０ｂ上に表示する。
【００７０】
次に、光学内視鏡４及びカメラヘッド６を電子内視鏡２の代わりに用いた場合を説明する
。
先ず、ケーブル部７のライトガイドコネクタ１３ｂ及び電気信号コネクタ１５ｂを光学内
視鏡４のライトガイドコネクタ１３ｃ及びカメラヘッド６の電気信号コネクタ１５ｃに接
続し、更にケーブル部７の一体型プラグ１８ａを光源装置８の一体型レセプタクル１８ｂ
に接続することで、光学内視鏡４及びカメラヘッド６とケーブル部７、ケーブル部７と光
源装置８は光学的電気的に接続状態となる。ここで、光学内視鏡４のライトガイドコネク
タ１３ｃとケーブル部７のライトガイドコネクタ１３ｂとの接続及びケーブル部７の一体
型プラグ１８ａと光源装置８の一体型レセプタクル１８ｂとの接続は電子内視鏡２を用い
た場合と同様にして次のように行われる。
【００７１】
また、カメラヘッド６の電気信号コネクタ１５ｃとケーブル部７の電気信号コネクタ１５
ｂとの接続は次のように行われる。
ケーブル部７の電気信号コネクタ１５ｂに設けられたコンタクトピン６３をカメラヘッド
６の電気信号コネクタ１５ｃに形成した孔６６ｃの位置を合わせて挿入し、電気信号コネ
クタ１５ｃに設けたコンタクトスリーブ６７ｃと接触させることによってカメラヘッド６
の電気信号コネクタ１５ｃとケーブル部７の電気信号コネクタ１５ｂとの接続が行われる
。そして、カメラヘッド６のアイピースマウント５１を光学内視鏡４の接眼部４ｂに接続
することで、このカメラヘッド６の撮像素子３は結像光学系１１を介して光学内視鏡４に
よる観察像を撮像可能となる位置に設置される。
【００７２】
この状態で光源装置８の光源ランプ２１を発光させると、その照明光は集光光学系２２に
よって一体型プラグ１８ａの端面（ライトガイド１６の光入射端面）に集光され、ケーブ
ル部７のライトガイド１６及び電子内視鏡２のライトガイド１２を経由して電子内視鏡２
の挿入部２ａ先端へと伝達され被写体を照明する（図１参照）。
【００７３】
更に、ビデオプロセッサ９を起動することにより駆動回路３２が起動し、出力ケーブル３
１に撮像素子駆動信号を出力する。この撮像素子駆動信号は出力ケーブル３１を介して光
源装置８へと至り、この光源装置８の信号コネクタ２４を介してして光源装置８内の電気
信号線８６、アイソレーション回路２３を経由し、一体型レセプタクル１８ｂを介してケ
ーブル部７の一体型プラグ１８ａヘと伝達される。
【００７４】
そして、撮像素子駆動信号は一体型プラグ１８ａからケーブル部７内の電気信号線１７を
経由してケーブル部７の電気信号コネクタ１５ｂへ伝達され、この電気信号コネクタ１５
ｂからカメラヘッド６の電気信号コネクタ１５ｃへ伝達されることで、カメラヘッド６内
の電気信号線５２を経由してカメラヘッド６の撮像素子３へと至る。これにより、駆動回
路３２は撮像素子３を駆動してこの撮像素子３の撮像面上に結像した被写体像の撮像を行
うことが可能となる。
【００７５】
光源装置８からの照明光により照明された被写体像は光学内視鏡４の観察光学系５及びカ
メラヘッド６の撮像光学系７を介してカメラヘッド６の撮像素子３の撮像面上に結像し、
この撮像素子３により撮像され、撮像信号として電気信号線５２へと出力される。そして
、撮像素子３より出力された撮像信号は、上述した撮像素子駆動信号とは逆の経路を辿り
、光源装置８のアイソレーション回路２３を経由してビデオプロセッサ９内の信号処理回
路３３へと入力される。そして、上述した電子内視鏡２を用いた場合と同様の経過、作用
を経て撮像された被写体の内視鏡像１０ａをモニタ１０のモニタ画面１０ｂ上に表示する
。
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この結果、電子内視鏡２、光学内視鏡４及びカメラヘッド６を備えた内視鏡装置１による
被写体の内視鏡像１０ａをモニタ画面１０ｂ上で観察することが可能となる。
【００７６】
これにより、ライトガイドコネクタ１３ｂと電気信号コネクタ１４ｂとが一体的に形成さ
れた一体型プラグ１８ａを有するケーブル部７及びこのケーブル部７の一体型プラグ１８
ａを接続する光源装置８の一体型レセプタクル１８ｂを設けることで、コネクタをそれぞ
れ個別に構成した場合に比して装置の小型化、低価格化を図ることが可能となる上に接続
作業を簡略化することもできる。また、このような一体型レセプタクル１８ｂを有してい
るケーブル部７は、電子内視鏡２と、光学内視鏡４及びカメラヘッド６のどちらも接続が
可能であるため、電子内視鏡装置と光学内視鏡装置との両方で共用が可能である。
【００７７】
更に当然ながら、光学内視鏡４のみを使用する際にはケーブル部７のライトガイドコネク
タ１３ｂと光学内視鏡４のライトガイドコネクタ１３ｃとを接続し、前記ケーブル部７の
電気信号コネクタ１４ｂには何も接続しないことで、術者は接眼部４ｂから内視鏡像を観
察し使用することができる。尚、この場合、光学内視鏡４内に電気信号線を内装する必要
はない。
【００７８】
また、光源装置８とビデオプロセッサ９とは別体に構成されているため、電子内視鏡２或
いはカメラヘッド６の撮像素子３の駆動方式に応じてビデオプロセッサ９のみを交換使用
することで対応が可能である。このため、光源装置８を共用する形態で各種撮像方式に対
応した電子内視鏡装置或いは光学内視鏡装置を構成することが可能であり、撮像方式に合
わせた装置の変更が比較的安価に可能である。更に、アイソレーション回路２３は光源装
置８内に設けられているため、各撮像方式に合わせて構成された各ビデオプロセッサ９内
にアイソレーション回路２３を設ける必要がなく安価にビデオプロセッサ９を構成するこ
とも可能となる。また、当然ながら本実施の形態ではアイソレーション手段を有している
ため、耐電圧確保を目的とする電子内視鏡２やケーブル部７、カメラヘッド３の大型化を
回避することも可能である。
【００７９】
尚、図７に示すように内視鏡装置９１は、ビデオプロセッサ９の電源を光源装置８より供
給するよう構成しても良い。この場合、アイソレーション回路２７を介し、出力ケーブル
３１によって電源をビデオプロセッサ９に供給する。或いは更に電源回路２５を介するよ
うにしても良い。このことにより、ビデオプロセッサ９に供給される電源は、商用電源か
ら少なくとも光源装置８に内蔵されたアイソレーション回路２７を介した状態となる。こ
れにより、ビデオプロセッサ９に供給される電源は既に光源装置内のアイソレーション回
路２７により商用電源から絶縁されているため、ビデオプロセッサ９内に設けられた駆動
回路３２や信号処理回路３３等の２次回路を１次回路（商用電源）から絶縁するためのア
イソレーション装置３６が不要となり、安価にシステムを構成することが可能となる。ま
た勿論ビデオプロセッサ９内にアイソレーション回路を設ける必要もない。
【００８０】
また、図８に示すようにケーブル部７の電気信号コネクタ１５ｂを、電子内視鏡２接続用
の電気信号コネクタ１５ｂａとカメラヘッド６接続用の電気信号コネクタ１５ｂｃに分離
して構成しても良い。
電気信号コネクタ１５ｂａ及びこれに対応する電子内視鏡２の電気信号コネクタ１５ａは
、図３で説明したのと同様の構成である。
【００８１】
前記電気信号コネクタ１５ｂｃは電気信号コネクタ１５ｂａ近傍のケーブル上に設けられ
ており、少なくとも１本以上のコンタクトピン６３ｂｃが設けられている。このコンタク
トピン６３ｂｃは各々ケーブル部７に内装された電気信号線１７へと接続されている。従
って、電気信号線１７は各々コンタクトピン６３とコンタクトピン６３ｂｃの２種類のコ
ンタクトピンヘと接続されていることになる。尚、電気信号コネクタ１５ｂｃに対応する
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カメラヘッド６の電気信号コネクタ１５ｃも図３で説明したのと同様の構成である。
【００８２】
これにより、電子内視鏡２の使用時はケーブル部７の電気信号コネクタ１５ｂａをこの電
子内視鏡２の電気信号コネクタａに接続する。カメラヘッド６の使用時はケーブル部７の
電気信号コネクタ１５ｂｃにこのカメラヘッド６の電気信号コネクタ１５ｃを接続する。
ここで、電気信号コネクタ１５ｂａ、１５ｂｃのいづれかにコネクタキャップを接続可能
としても良い。電気信号コネクタ１５ｂａ、１５ｂｃのうち何れか不使用側のコネクタに
はコネクタキャップを取付けることで、コンタクトピン６３ｂａ或いは６５ｂｃの不使用
時における露出を避けることが可能である。
【００８３】
この結果、ケーブル部７における電子内視鏡２用の電気信号コネクタ１５ｂａと、カメラ
ヘッド用の電気信号コネクタ１５ｂｃとを別コネクタとして構成しているため、電子内視
鏡２の電気信号コネクタ１５ａにおける電極数と、カメラヘッド６の電気信号コネクタ１
５ｃにおける電極数とを異なった数で構成できる。
このことは、例えば電気信号コネクタ１５ｃの電極数のみ増加させてカメラヘッド６に何
らかの電気的機能を追加したい場合や、電気信号コネクタ１５ａの電極数を可能な限り減
らしてコネクタの小型化、ひいては電子内視鏡２全体の小型化を行いたい場合などに有利
である。
【００８４】
また、コネクタキャップは前述のようにコンタクトピン６３ｂａや６５ｂｃの不使用時に
おける露出を避け、このコンタクトピン６３ｂａ、６５ｂｃからの漏れ電流の増加を抑え
るのみでなく、このコネクタキャップを防水キャップとして構成することにより、ケーブ
ル部７全体の消毒液浸漬による消毒や洗滌液による洗滌の際に、コンタクトピン自体に液
体が付着することを防止できる。
【００８５】
（第２の実施の形態）
図９は本発明の第２の実施の形態に係る内視鏡装置を示す全体構成図である。
上記第１の実施の形態では、撮像素子３を駆動する駆動回路３２をビデオプロセッサ９に
設けて構成しているが、本第２の実施の形態では駆動回路３２の一部又は全部を光源装置
８内に設けるように構成する。それ以外の構成は上記第１の実施の形態とほぼ同様なので
説明を省略し、同じ構成には同じ符号を付して説明する。
【００８６】
図９に示すように本第２の実施の形態の内視鏡装置９２は、電子内視鏡２又はカメラヘッ
ド６（図示しない）に内蔵される撮像素子３を駆動する駆動回路３２の一部又は全部を光
源装置８内の一体型レセプタクル１８ｂとアイソレーション回路２３との間に、これら双
方に接続するよう設けて構成されている。そして、前記光源装置８に内蔵された駆動回路
３２より撮像素子駆動信号が出力されることになる。図中では駆動回路３２の全部を光源
装置８に設けている。
【００８７】
尚、ここで言う駆動回路３２は、例えば特開平７－３２３００３に開示されたような撮像
素子ドライバやその他にタイミングジェネレータ、プリアンプ等により構成されており、
撮像素子３を駆動するための駆動パルスの発生及び電源供給を目的とする回路である。ま
た、ビデオプロセッサ９内には、光源装置８内に構成された駆動回路３２の一部又は全部
が構成されない。
【００８８】
これにより、光源装置８内に駆動回路３２を内蔵しているため、アイソレーション回路２
３による駆動信号の劣化がなく、光源装置８内の光源ランプ２１或いはランプ発光回路（
図示しない）、電源回路２５などからのノイズが駆動信号に与える影響を軽減することが
可能となる。
【００８９】
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（第３の実施の形態）
図１０ないし図１５は本発明の第３の実施の形態に係わり、図１０は本発明の第３の実施
の形態を備えた内視鏡装置を示す構成図、図１１は図１０の変形例を示す内視鏡装置の構
成図、図１２及び図１３は図１１の変形例を示し、図１２は面電極を形成した電気信号コ
ネクタを有する電子内視鏡の操作部近傍、ケーブル部端部及びカメラヘッド端部を示す外
観図、図１３は平面状に形成した電気信号コネクタを有する電子内視鏡の操作部近傍、ケ
ーブル部端部及びカメラヘッド端部を示す外観図、図１４は他の変形例を示す内視鏡装置
の構成図、図１５は図１４の変形例を示す内視鏡装置の構成図である。
【００９０】
上記第１の実施の形態では、ビデオプロセッサ９を備えて内視鏡装置１を構成しているが
、本第３の実施の形態ではビデオプロセッサ９内に設けていた駆動回路３２及び信号処理
回路３３を電子内視鏡２又はカメラヘッド６に設けるように構成する。それ以外の構成は
上記第１の実施の形態とほぼ同様なので説明を省略し、同じ構成には同じ符号を付して説
明する。
【００９１】
図１０に示すように本第３の実施の形態の内視鏡装置１１０は、駆動回路３２及び信号処
理回路３３を電子内視鏡２の操作部２ｂ内に内蔵して構成される。尚、これら駆動回路３
２及び信号処理回路３３は、電子内視鏡２の操作部２ｂ以外の例えば電気信号コネクタ１
５ａに設けても良い。また、図示しないがカメラヘッドにも前記駆動回路３２及び信号処
理回路３３を内蔵して構成する。そして、出力ケーブル３１が直接モニタ１０に接続され
るようになっている。
【００９２】
これにより、電子内視鏡２又はカメラヘッド６（図示しない）の電気信号コネクタ１５ａ
、１５ｃにはケーブル部７の電気信号コネクタ１５ｂより電源のみが供給される。前記電
子内視鏡２又はカメラヘッド６に内蔵された駆動回路３２は撮像素子駆動信号を出力し、
この撮像素子駆動信号は電源と共に撮像素子３に至る。撮像素子３は内視鏡像を撮像し撮
像信号を出力する。出力された撮像信号は電子内視鏡２又はカメラヘッド６に内蔵された
信号処理回路３３により処理され、映像信号として電気信号コネクタ１５ａ、１５ｃより
出力される。出力された映像信号はケーブル部７及び光源装置８を経由してモニタ１０へ
と至り、このモニタ１０は内視鏡像１０ａを表示する。
【００９３】
また、図１１に示すように内視鏡装置１２０は、前記駆動回路３２及び信号処理回路３３
の両方或いは何れか一方をケーブル部７に内蔵させ、電子内視鏡２或いはカメラヘッド６
（図示しない）には内蔵しない構成としても良い。尚、図１１では、駆動回路３２及び信
号処理回路３３の両方をケーブル部７に内蔵させた構成を示している。
【００９４】
前記ケーブル部７に設けられた電気信号コネクタ１５ｂは、同じくケーブル部７に内蔵さ
れた駆動回路３２により供給された撮像素子駆動信号を、電源と共に電子内視鏡２又はカ
メラヘッド６（図示しない）の電気信号コネクタ１５ａ、１５ｃに対し出力する。
【００９５】
また、電子内視鏡２又はカメラヘッド６の電気信号コネクタ１５ａ、１５ｃは撮像素子３
による撮像信号をケーブル部７の電気信号コネクタ１５ｂに対し出力する。撮像信号はケ
ーブル部７に内蔵された信号処理回路３３により処理されて映像信号として光源装置８に
対し出力される。その後の動作は後述の図１４で説明する内視鏡装置９５と同様である。
【００９６】
このように電子内視鏡２又はカメラヘッド６、或いはケーブル部７に駆動回路３２及び信
号処理回路３３を内蔵した場合には、第１の実施の形態におけるビデオプロセッサ９が単
純に不要となる。
【００９７】
ところで、図１１で説明したように駆動回路３２又は信号処理回路３３の何れかをケーブ
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ル部７に内蔵した場合には、電子内視鏡２又はカメラヘッド６に内蔵されている撮像素子
３の駆動方式に合わせた駆動回路３２及び信号処理回路３３を内蔵したケーブル部７との
組合せが必要となるため、複数種の異なった駆動方式の撮像素子３を内蔵した複数種の電
子内視鏡２及びカメラヘッド６を有する電子内視鏡装置或いは光学内視鏡装置では、撮像
素子３の駆動方式に対応してケーブル部７と電子内視鏡２又はカメラヘッド６との組合せ
を規制するための何らかの構造が必要となる。
そこで、このような構造を電気信号コネクタ１５ａ～１５ｃに設けるように構成する。
【００９８】
図２で説明した第１の実施の形態における電気信号コネクタ１５ａ～１５ｃのコンタクト
ピン６３及びコンタクトスリーブ６７ａ、６７ｃを、図１２に示すような面電極１２１ａ
～１２１ｃとして形成する。また、電気信号コネクタ１５ｂにはキー棒１２２が設けられ
ており、電気信号コネクタ１５ａ、１５ｃのキー棒１２２に対応する位置にはキー孔１２
３が形成されている。勿論、これとは逆に、キー棒１２２を電気信号コネクタ１５ａ、１
５ｃに設け、キー孔１２３を電気信号コネクタ１５ｂに形成しても良いし、キー棒１２２
を複数設けるようにしても良い。
【００９９】
これにより、電気信号コネクタ１５ｂのキー棒１２２位置と、電気信号コネクタ１５ａ、
１５ｃのキー孔１２３位置を合わせて、キー棒１２２をキー孔１２３に挿入して電気信号
コネクタ１５ｂと電気信号コネクタ１５ａ又は１５ｃを接続することにより、面電極１２
１ｂと面電極１２１ａ或いは１２１ｃが各々接触し、電気信号コネクタの接続が達成され
る。
【０１００】
この結果、電気信号コネクタにキー棒１２２とキー孔１２３が構成されているため、この
キー棒１２２とキー孔１２３の位置や個数を様々に構成することによって、電気信号コネ
クタの組合せが限定された複数種のケーブル部７及び電子内視鏡２、カメラヘッド６を用
意することが可能となる。
【０１０１】
また、図１３に示すように電気信号コネクタ１５ａ、１５ｃを平面状に形成しても良い。
電気信号コネクタ１５ｂは、非導電部材により形成されたハウジング１２４ｂの平面部１
２５ｂに、この平面部１２５ｂと略同一平面上に形成され、かつ各々ケーブル部７に内装
された電気信号線１７（図示しない）へと接続されている電極部１２６ｂが設けられて構
成されている。また平面部１２５ｂの両側面にあたるハウジング１２４ｂ表面には直線状
の溝１２７が形成されている。尚、ライトガイドコネクタ１３ｂの構成は図２で説明した
のと同様である。
【０１０２】
一方、電子内視鏡２の電気信号コネクタ１５ａも平面状に形成されている。ハウジング１
２４ａは平面部１２５ａを有しており、この平面部１２５ａには、電気信号コネクタ１５
ｂの前記電極部１２６ｂに対応する位置に電極部１２６ａが形成されている。更にこの平
面部１２５ａの両側面には、電気信号コネクタ１５ｂの溝１２７に嵌合する凸部１２８ａ
が形成されており、平面部１２５ａは全体がこの凸部の設けられている方向、即ち矢印Ｆ
方向へと弾性的に付勢されている。また、電極部１２６ａは各々電子内視鏡２に内装され
た電気信号線１４（図示しない）に接続されている。
【０１０３】
カメラヘッド６の電気信号コネクタ１５ｃも、電気信号コネクタ１５ａと同様の構造であ
る。即ち平面状に形成されており、ハウジング１２４ｃは平面部１２５ｃを有している。
平面部１２５ｃには電気信号コネクタ１５ｂの前記電極部１２６ｂに対応する位置に電極
部１２６ｃが形成されており、更にこの平面部１２５ａの両側面には電気信号コネクタ１
５ｂの溝１２７に嵌合する凸部１２８ｃが形成されている。平面部１２５ｃは全体がこの
凸部の設けられている方向、即ち矢印Ｆ方向へと弾性的に付勢されている。また、電極部
１２６ｃは各々カメラヘッド６に内装された電気信号線５２（図示しない）に接続されて
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いる。
【０１０４】
これにより、例えば電子内視鏡２を使用する場合には、電気信号コネクタ１５ｂの溝１２
７と電気信号コネクタ１５ａの凸部１２８ａとを嵌合させ、ライトガイドコネクタ１３ｂ
とライトガイドコネクタ１３ａとを接続することにより、電気信号コネクタ１５ｂの電極
部１２６ｂと電気信号コネクタ１５ａの電極部１２６ａとが、平面部１２５ａにかけられ
た付勢力によって押圧接触され、電気信号コネクタの接続が達成される。
【０１０５】
この場合、溝１２７と凸部１２８ａあるいは１２８ｃの位置や数などを様々に構成し組み
合わせることによって、図１３で説明したキー棒１２２とキー孔１２３と同様の効果を得
ることが可能である。
【０１０６】
また、光源装置８からビデオプロセッサ９に入力される電気信号が撮像素子３から出力さ
れた撮像信号であるのか、それとも既に信号処理回路３３により処理された映像信号であ
るのかを判別処理する判別手段を設けるように構成しても良い。即ち、図１４に示すよう
に内視鏡装置９３は、ビデオプロセッサ９の信号処理回路３３と出力ケーブル３１との間
に、これら双方に接続する形態で信号判別回路９４を設けて構成されている。
【０１０７】
この信号判別回路９４は、出力ケーブル３１から入力された信号が、撮像素子３から出力
された撮像信号であるのか、それとも既に信号処理回路３３により処理された映像信号で
あるのかを判別処理する機能を有している。この信号判別回路９４の信号判別手段として
は、例えば入力された信号に映像同期信号が形成されているかどうかを検知する方法など
がある。撮像信号上には一般に映像同期信号が形成されておらず、映像信号上には一般に
映像同期信号が形成されている。尚、この信号判別回路９４は、光源装置８内に設けても
良い。
【０１０８】
これにより、電子内視鏡２又はカメラヘッド６（図示しない）より出力された信号はケー
ブル部７、光源装置８を介してビデオプロセッサ９に入力され、信号判別回路９４により
判別される。ここで該入力信号が撮像素子３からの撮像信号である場合には、信号判別回
路９４は該撮像信号を味像信号処理回路３３へと供給し、信号処理回路３３は撮像信号を
処理し映像信号としてビデオプロセッサ９外へと出力する。また一方、ケーブル部７を介
して光源装置８に入力された信号は既に信号処理回路３３により処理された映像信号であ
ると信号判別回路９４が判別した場合、この信号判別回路９４は前記映像信号を直接ビデ
オプロセッサ９外へと供給するようになっている。その後の動作は第１の実施の形態と同
様である。
【０１０９】
この結果、電子内視鏡２やカメラヘッド６、ケーブル部７における信号処理回路３３の内
蔵の有無に拘らず、同一のビデオプロセッサ９に接続することで電子内視鏡装置あるいは
光学内視鏡装置としての使用が可能となる。
【０１１０】
ところで、電子内視鏡２やカメラヘッド６、ケーブル部７における駆動回路３２内に内蔵
の有無に拘らず、同一のビデオプロセッサ９に接続することで電子内視鏡装置或いは光学
内視鏡装置としての使用を可能とするためには、電子内視鏡２やカメラヘッド６、ケーブ
ル部７における駆動回路３２内蔵の有無を判別するための何らかの構造が必要となる。
【０１１１】
そこで、図１５に示すようにこのような構造を電気信号コネクタ１５ａ～１５ｃ或いは一
体型プラグ１８ａ等に設けるように構成する。
図１５に示すように内視鏡装置１００は、信号処理回路３３を内蔵した電子内視鏡２ｍと
、信号処理回路３３を内蔵していない電子内視鏡２ｎとを同一の光源装置８及びビデオプ
ロセッサ９との組合せで交換使用する場合に、ケーブル部７の電気信号コネクタ１５ｂの
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コンタクトピン６３を、電子内視鏡２ｍの接続されるコンタクトピン６３ｍと、電子内視
鏡２ｎの接続されるコンタクトピン６３ｎとに分けて構成される。
【０１１２】
そして、ケーブル部７の一体型プラグ１８ａの電気接点７３においては、前記電気信号コ
ネクタ１５ｂのコンタクトピン６３ｍとの電気的接続がなされている電気接点７３ｍと、
前記電気信号コネクタ１５ｂのコンタクトピン６３ｎとの電気的接続がされている電気接
点７３ｎとを別体に形成する。
【０１１３】
前記電気信号コネクタ１５ｂのコンタクトピン６３ｍと前記一体型プラグ１８ａの電気接
点７３ｍとの電気的接続はケーブル部７内の電気信号線１７ｍを介してなされており、一
方、前記電気信号コネクタ１５ｂのコンタクトピン６３ｎと前記一体型プラグ１８ａの電
気接点７３ｎとの電気的接続はケーブル部７内の電気信号線１７ｎを介してなされている
。
【０１１４】
ここで前記一体型レセプタクル１８ｂの電気接点８２を、一体型プラグ１８ａの電気接点
７３ｍが接続される電気接点８２ｍと、一体型プラグ１８ａの電気接点７３ｎが接続され
る電気接点８２ｎとの２種類を別体に構成する。当然、一体型プラグ１８ｍの電気接点７
３ｍは各々接続時に前記一体型レセプタクル１８ｂの電気接点８２ｍとのみ接触する位置
に構成され、一体型プラグ１８ｎの電気接点７３ｎは各々接続時に前記一体型レセプタク
ル１８ｂの電気接点８２ｎとのみ接触する位置に構成される。これに合わせ、光源装置８
内の電気信号線８６は、電気接点８２ｍに接続された電気信号線８６ｍと電気接点８２ｎ
に接続された電気信号線８６ｎとに２系統化される。同様にして気信号コネクタ２４は信
号コネクタ２４ｍと２４ｎとに２系統化され、出力ケーブル３１は出力ケーブル３１ｍと
３１ｎとに２系統化される。
【０１１５】
ここで、電気信号線８６ｍと８６ｎ、信号コネクタ２４ｍと２４ｎ及び出力ケーブル３１
ｍと３１ｎはそれぞれ複合ケーブル或いは複合コネクタとして一体的に形成しても良い。
尚、アイソレーション回路２３はこの２系統で一体的に形成しても、別体で形成してもど
ちらでも構わない。そして出力ケーブル３１ｍを経由してビデオプロセッサ９に入力され
た信号はこのビデオプロセッサ９に内蔵された信号処理回路３３により処理されてビデオ
プロセッサ９外の映像ケーブル３４へと出力されるよう構成し、出力ケーブル３１ｎを経
由してビデオプロセッサ９に入力された信号はそのままビデオプロセッサ９外の映像ケー
ブル３４へと出力されるよう構成する。尚この構成は、電子内視鏡２ｍが駆動回路３２を
内蔵している場合でも、或いは駆動回路３２と信号処理回路３３との両方を内蔵している
場合でも、同様に構成することが可能である。
【０１１６】
このように構成した内視鏡装置１００を用いて内視鏡検査を行う。信号処理回路３３を内
蔵した電子内視鏡２ｍを使用した場合、この電子内視鏡２ｍより出力された映像信号はケ
ーブル部７の電気信号線１７ｍ及び一体型プラグ１８ａの電気接点７３ｍ、一体型レセプ
タクル１８ｂの電気接点８２ｍ、アイソレーション回路２３、電気信号線８６ｍ、信号コ
ネクタ２４ｍ、出力ケーブル３１ｍを経由してビデオプロセッサ９へ至り、このビデオプ
ロセッサ９内で特に何の処理も加えられずそのまま映像ケーブル３４へと出力され、モニ
タ１０に入力されてモニタ画面１０ｂ上に内視鏡像１０ａを表示する。
【０１１７】
また信号処理回路３３を内蔵していない電子内視鏡２ｎを使用した場合、この電子内視鏡
２ｎより出力された撮像信号はケーブル部７の電気信号線１７ｎ及び一体型プラグ１８ａ
の電気接点７３ｍ、一体型レセプタクル１８ｂの電気接点８２ｍ、アイソレーション回路
２３、電気信号線８６ｎ、信号コネクタ２４ｎ、出力ケーブル３１ｎを経由してビデオプ
ロセッサ９へ至り、このビデオプロセッサ９内の信号処理回路３３による処理をされて映
像ケーブル３４へと出力され、モニタ１０に入力されてモニタ画面１０ｂ上に内視鏡鏡像
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１０ａを表示する。
【０１１８】
この結果、信号判別回路９４をビデオプロセッサ９内に設けなくても、信号処理回路３３
を内蔵した電子内視鏡２ｍと、信号処理回路３３を内蔵していない電子内視鏡２ｎとの両
方が交換使用可能なビデオプロセッサ９を構成することができる。尚、便宜上、電子内視
鏡２ｍ及び２ｎの例として説明を行っているが、これがカメラヘッド６ｍと６ｎである場
合でも、構成及び効果には何ら変わりがない。
【０１１９】
（第４の実施の形態）
図１６ないし図１８は本発明の第４の実施の形態に係わり、図１６は本発明の第４の実施
の形態を備えた電子内視鏡の操作部近傍、ケーブル部端部及びカメラヘッド端部を示す外
観図、図１７は図１６の断面図、図１８は図１６及び図１７の構成を備えた内視鏡装置の
構成図である。
【０１２０】
図１６及び図１７に示すようにケーブル部７のライトガイド１６の周囲に設けたＰＣ板１
３１はライトガイドコネクタ１３ｂのハウジング１３２に固定されており、表面に複数の
電極接点１３３が設けられている。このＰＣ板１３１の裏面にはＦＰＣ板１３４が設けら
れており、前記電極接点１３３はそれぞれＦＰＣ板１３４内にパターンとして設けられた
複数の電気信号パターンへと接続されており、この電気信号パターンはケーブル部７内の
電気信号線１７にそれぞれ接続されている。従って、複数の電極接点１３３はそれぞれ電
気信号線１７に電気的に接続されていることとなる。
【０１２１】
一方、電子内視鏡２のライトガイドコネクタ１３ａには、スリーブ６１ａとライトガイド
１２との隙間にＰＣ板１３５を設け、このＰＣ板１３５の表面で、前記ケーブル部７のラ
イトガイドコネクタ１３ｂに設けた電極接点１３３の位置と対応する位置には複数の電極
接点１３６が設けられている。前記ライトガイドコネクタ１３ａのＰＣ板１３５の裏面に
はＦＰＣ板１３７が設けられており、前記複数の電極接点１３６はそれぞれこのＦＰＣ板
１３７内の電気信号パターンを介して電子内視鏡２内の電気信号線１４へと電気的に接続
されている。
【０１２２】
また、光学内視鏡４のライトガイドコネクタ１３ｃの基本構成は第１の実施の形態で説明
したのと同様である。即ち、光学内視鏡４に内装されたライトガイド４１の光入射端面が
光学的に露出しており、このライトガイド４１の周囲に設けられたスリーブ６１ｃ外周面
には雄ネジ１３８が設けられている。尚、この雄ネジ１３８は必ずしもライトガイドコネ
クタ１３ｃの雌ネジ６２と螺合するよう構成する必要はない。
【０１２３】
カメラヘッド６の電気信号コネクタ１５ｃにはリング状のハウジング１３９が設けられて
おり、このハウジング１３９の内側には前記ライトガイドコネクタ１３ｃと同様のＰＣ板
１４０が設けられている。そして、このＰＣ板１４０表面に設けられた複数の電極接点１
４１は、このＰＣ板１４０裏面に設けられたＦＰＣ板１４２内の電気信号パターンを介し
て、前記ハウジング１３９に固定されたケーブル５３内の電気信号線５２へと電気的に接
続されている。また、ハウジング１３９には、前記光学内視鏡４のライトガイドコネクタ
１３ｃに設けられた雄ネジ１３８に螺合するよう形成された雌ネジ１４３を有するスリー
ブ１４４が、回動自在に設けられている。
【０１２４】
そして、図１８に示すように内視鏡装置１３０は構成される。
電子内視鏡２を使用する場合には、ライトガイドコネクタ１３ａのスリーブ６１ａに設け
られた雄ネジ６５ａと、ライトガイドコネクタ１３ｂのスリーブ６１ｂ内周面に設けられ
た雌ネジ６２とを螺合させ締付けることにより、ＰＣ板１３１表面の電極接点１３３はそ
れぞれＰＣ板１３５表面の電極接点１３６に押圧接触され、電気的接続が確立される。同



(22) JP 4530498 B2 2010.8.25

10

20

30

40

50

様にして、ライトガイド１６の光入射端面とライトガイド１２の光出射端面とは対向位置
に固定され、光学的接続が確立される。
【０１２５】
また、カメラヘッド６を使用する場合には、電気信号コネクタ１５ｃのハウジング１３９
に設けられた雄ネジ１３９ａと、ライトガイドコネクタ１３ｂのスリーブ６１ｂ内周面に
設けられた雌ネジ６２とを螺合させ締付けることにより、ＰＣ板１３１表面の電極接点１
３３はそれぞれＰＣ板１４０表面の電極接点１４１に押圧接触され、電気的接続が確立さ
れる。この状態において電気信号コネクタ１５ｃのスリーブ１４４に設けられた雌ネジ１
４３を、光学内視鏡４のライトガイドコネクタ１３ｃに設けられた雄ネジ１３８に螺合さ
せ締付けることで、電気信号コネクタ１５ｃがライトガイドコネクタ１３ｃに接続固定さ
れ、ライトガイド１６の光入射端面とライトガイド４１の光出射端面とは対向位置に固定
され、光学的接続が確立される。尚、図１８では、電気信号コネクタ１５ｃ内にライトガ
イド１４５が設けられてあるよう作図されているが、このライトガイド１４５は電気信号
コネクタ１５ｃに内蔵されていてもいなくとも、どちらでも良い。
【０１２６】
この結果、ライトガイドコネクタ１３ｂと電気信号コネクタ１５ｂ、ライトガイドコネク
タ１３ａと電気信号コネクタ１５ａが一体化して形成されているため、電子内視鏡２とケ
ーブル部７との接続部分を小型に構成することができ、かつ、カメラヘッド６も接続可能
なコネクタ構造を供することが可能である。
【０１２７】
尚、ライトガイドコネクタ１３ｂとライトガイドコネクタ１３ａ、１３ｃとの接続方式は
、上述したネジ螺合方式に限ることはなく、押し込むだけで接続が可能であるスナップイ
ン形態のコネクタ機構を採っても構わない。
【０１２８】
（第５の実施の形態）
図１９ないし図２４は本発明の第５の実施の形態に係わり、図１９は本発明の第５の実施
の形態を備えた光源装置の一体型レセプタクル及びアダプタユニットを示す断面図、図２
０は図１９の構成を備えた内視鏡装置の構成図、図２１は図１９のアダプタユニットの変
形例を示す説明図であり、図２１（ａ）は、撮像信号コネクタに設けたアダプタユニット
を示す説明図、図２１（ｂ）は駆動回路を内蔵したアダプタユニットを示す説明図、図２
２は図２１（ａ）の構成を備えた内視鏡装置の構成図、図２３は図２１（ｂ）の構成を備
えた内視鏡装置の構成図、図２４は図２３の変形例を示す内視鏡装置の構成図である。
【０１２９】
本第５の実施の形態では、ケーブル部７の一体型プラグ１８ａが接続される光源装置８の
一体型レセプタクル１８ｂにアダプタユニットを設けるように構成する。それ以外の構成
は上記第１の実施の形態とほぼ同様なので説明を省略し、同じ構成には同じ符号を付して
説明する。
【０１３０】
図１９に示すように一体型レセプタクル１８ｂは、図５で説明したケーブル部７の一体型
プラグ１８ａが接続される光源装置８の一体型レセプタクル１８ｂにアダプタユニット１
５０を嵌入接続が可能となるように構成される。
このアダプタユニット１５０は、前記ケーブル部７の一体型プラグ１８ａのスリーブ７１
（図５参照）が挿通される孔１５１が形成されており、前記一体型レセプタクル１８ｂに
嵌入される外周部１５２と、一体型レセプタクル１８ｂが嵌入される内周部１５３とを備
えている。
【０１３１】
前記内周部１５３は一体型プラグ１８ａの挿入方向の側端部外周面に嵌合するように形成
されており、一体型プラグ１８ａの平面部７６（図５参照）と組み合わさる位置に平面部
を有している。このため、前記外周部１５２は必然的に一体型プラグ１８ａの挿入方向の
側端部外周面よりも大なる形状となり、この外周部１５２は前記一体型レセプタクル１８
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ｂの凹部８４と嵌合するよう形成されている。更に、この外周部１５２には前記一体型レ
セプタクル１８ｂの平面部８３と組み合わさるよう設けられた平面部も形成されている。
【０１３２】
また、前記内周部１５３には、前記一体型プラグ１８ａが嵌入接続された際に一体型プラ
グ１８ａの電気接点７３と各々接触する位置に電気接点１５４が設けられている。一方、
前記外周部１５２には、前記一体型レセプタクル１８ｂに前記アダプタユニット１５０が
嵌入接続した際に、前記一体型レセプタクル１８ｂの電気接点８２と各々接触する位置に
電気接点１５５が設けられている。そしてこれら電気接点１５４と電気接点１５５とは、
アダプタユニット１５０内部で各々電気的に接続されている。
【０１３３】
また、前記アダプタユニット１５０の外周部１５２には、このアダプタユニット１５０に
対して回動自在に取り付け部材１５６が取り付けられており、この取り付け部材１５６上
に雄ネジ１５７が設けられ、前記一体型レセプタクル１８ｂ端部に設けられた雌ネジ１５
８に螺合するよう構成されている。
【０１３４】
そして、アダプタユニット１５０を光源装置８の一体型レセプタクル１８ｂに嵌入接続し
て固定し、このアダプタユニット１５０に前記ケーブル部７の一体型プラグ１８ａを接続
することで図２０に示すように内視鏡装置１５９は構成される。
【０１３５】
先ず、光源装置８の一体型レセプタクル１８ｂに設けられた雌ネジ１５８に、アダプタユ
ニット１５０に設けられた取り付け部材１５６の雄ネジ１５７を螺合させ締込むことによ
り、このアダプタユニット１５０は一体型レセプタクル１８ｂに接続固定され、電気接点
１５４は各々電気接点１５５及びこれらに接触する電気接点８２を介して一体型レセプタ
クル１８ｂと、ひいては光源装置８と電気的に接続される。
【０１３６】
このような状態において、ケーブル部７の一体型プラグ１８ａをアダプタユニット１５０
の内周部１５３に嵌入接続すると、一体型プラグ１８ａの電気接点７３とアダプタユニッ
ト１５０の電気接点１５４とが各々電気的に接続されるため、一体型プラグ１８ａと一体
型レセプタクル１８ｂ、ひいては一体型プラグ１８ａと光源装置８との電気的接続が確立
される。
これにより、第１の実施の形態と同様な電子内視鏡装置又は光学内視鏡装置としての使用
が可能となる。
【０１３７】
尚、このようなアダプタユニットは、上記したアダプタユニット１５０の他にも複数種の
アダプタユニットが用意されている。
図２１（ａ）に示すようにアダプタユニット１６０は、従来のビデオプロセッサ９との組
み合わせを目的とするユニットであり、アダプタユニット１５０と同等の構成に加えて、
ユニット外観面１６１から延出したケーブル１６２を有している。
【０１３８】
このアダプタユニット１６０には上述した前記アダプタユニット１５０と同様な電気接点
１５４及び電気接点１５５が設けられており、ケーブル１６２にはこれら電気接点１５４
及び電気接点１５５に接続された電気信号線１６３が内装されている。この電気信号線１
６３は、前記ケーブル１６２のアダプタユニット１６０とは他端に設けられた撮像信号コ
ネクタ１６４ａに接続されている。そして、撮像信号コネクタ１６４ａは従来のビデオプ
ロセッサ３０４の撮像信号コネクタ受け３１４ｂに着脱自在となるよう構成されている。
【０１３９】
一方、図２１（ｂ）に示すようにアダプタユニット１７０は、アダプタユニット１５０と
同等の構成の他にアイソレーション回路１７１を有し、前記電気接点１５４と電気接点１
５５とは、このアイソレーション回路１７１を介して各々接続されて構成される。このア
イソレーション回路１７１は、前記アイソレーション回路２３と同様、フォトカプラやコ
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ンデンサ、パルストランス等により構成されている。
【０１４０】
そして、これらアダプタユニット１６０、１７０は上述したアダプタユニット１５０との
交換使用が可能で、図２２及び図２３に示すようにアダプタユニット１５０と同等の方法
により一体型レセプタクル１８ｂに接続固定することが可能である。
【０１４１】
図２２に示すように一体型レセプタクル１８ｂにアダプタユニット１６０を接続固定し使
用した内視鏡装置１６９は、アダプタユニット１６０から延出したケーブル１６２に設け
られた撮像信号コネクタ１６４ａを、ビデオプロセッサ３０４の撮像信号コネクタ受け３
１４ｂに接続することで、電子内視鏡２又はカメラヘッド６には前記ビデオプロセッサ３
０４に内蔵された駆動回路３１６からの撮像素子駆動信号が供給される。また、電子内視
鏡２又はカメラヘッド６より出力された撮像信号はアダプタユニット１６０を経由してビ
デオプロセッサ３０４に入力され、このビデオプロセッサ３０４に内蔵された信号処理回
路３１７により処理されて出力され、モニタ１０のモニタ画面１０ｂ上に内視鏡像１０ａ
を表示する。尚、前記ビデオプロセッサ３０４は、光源装置８に設けられているのと同様
なアイソレーション回路３１８を内蔵している。
【０１４２】
一方、図２３に示すように一体型レセプタクル１８ｂにアダプタユニット１７０を接続固
定し使用した内視鏡装置１７９は、第１の実施の形態と同様に電子内視鏡装置又は光学内
視鏡装置として使用することが可能である。尚、この場合、光源装置８内にアイソレーシ
ョン回路３１８を設けなくても良い。また、第１の実施の形態についても同様であるが、
一端が信号コネクタ２４に、他端が従来のビデオプロセッサ３０４の映像信号コネクタ受
け３１４ｂに接続できるようなケーブル１７５を使用することにより、ビデオプロセッサ
３０４との組合せで本発明の電子内視鏡２やカメラヘッド６を、ケーブル部７を介して使
用することが可能である。
この結果、アイソレーション回路３１８を内蔵したビデオプロセッサ３０４を使用する際
にはアダプタユニット１６０を用いることで、従来のビデオプロセッサ３０４での使用が
可能となる。
【０１４３】
また、アダプタユニット１７０を用いることで、光源装置８内にアイソレーション回路２
３を内蔵しなくとも本発明の電子内視鏡装置或いは光学内視鏡装置が構成可能である。こ
れは、例えば従来の電子内視鏡装置や光学内視鏡装置を使用している使用者は、本発明に
よる電子内視鏡装置或いは光学内視鏡装置を構成するに際して、従来のビデオプロセッサ
３０４を使用することができ、このビデオプロセッサ３０４交換の必要を生じないため、
安価に新規システムの構成が可能であることを意味する。更にこのような場合には光源装
置８内のアイソレーション回路２３が不要となるが、アダプタユニット１７０を交換する
ことでアイソレーション回路２３を内蔵しない光源装置８の構成が可能であるため、使用
者のシステム構成に応じてより安価にシステムを構成することが可能である。
【０１４４】
また、アダプタユニットに設けるのは映像信号コネクタ１４ａやアイソレーション回路２
３に限らず、例えば図２４に示すように駆動回路３２を内蔵したアダプタユニット１８０
等を設けて構成しても良い。この場合、駆動回路３２をアダプタユニット１８０に内蔵し
た内視鏡装置１８１は、電子内視鏡２或いはカメラヘッド６の撮像素子駆動信号がこのア
ダプタユニット１８０内の駆動回路３２から出力されるようになっている。
【０１４５】
これにより、第２の実施の形態と同様の効果を得られることに加え、駆動回路３２の交換
作業が簡便になるという効果を有する。即ち、光源装置８のエンクロージャ部材２８ａを
開けたりすることなく、アダプタユニット１８０の交換のみで駆動回路３２を交換できる
ので、電子内視鏡２或いはカメラヘッド６の交換により撮像素子３自体に変更が生じてし
まい、この撮像素子３の駆動方法に変更が生じたとしても簡便に対応が可能である。
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【０１４６】
尚、アイソレーション回路２３を内蔵しない光源装置８の一体型レセプタクル１８ｂに対
して、同様にアイソレーション回路２３を内蔵しないアダプタユニット１５０を接続固定
し使用した場合、このアイソレーション回路２３の構成されない電子内視鏡装置或いは光
学内視鏡装置が構築される可能性がある。この場合には絶縁を確保するための対策を別途
講じなければならず、このことが例えば電子内視鏡２やカメラヘッド６の大型化等に繋が
ってくる。そこでキー構造等を用いてアダプタユニットと一体型レセプタクルとの接続組
合わせを制限することにより、別途漏れ電流の対策を講じる必要性をなくすことができる
。
【０１４７】
（第６の実施の形態）
図２５及び図２６は、本発明の第６の実施の形態に係わり、図２５は本発明の第６の実施
の形態を備えた内視鏡装置の構成図、図２６は図２５の変形例を示す内視鏡装置の構成図
である。
本第６の実施の形態では、上記第４の実施の形態に加え、ケーブル部７のライトガイドコ
ネクタ１３ｂに、電子内視鏡２のライトガイドコネクタ１３ａ或いは光学内視鏡４のライ
トガイドコネクタ１３ｃが接続されているか否かを判別する判別手段を設けるように構成
する。
【０１４８】
図２５に示すように内視鏡装置２００は、ケーブル部７のライトガイドコネクタ１３ｂに
、電子内視鏡２のライトガイドコネクタ１３ａ或いは光学内視鏡４のライトガイドコネク
タ１３ｃが接続されているか否かを判別する判別部２０１を設ける。
【０１４９】
この判別部２０１は、ケーブル部７に内装された電気信号線１７及び一体型プラグ１８ａ
、一体型レセプタクル１８ｂを介して光源装置８内に設けられた光量調整回路２０３に接
続されており、この光量調整回路２０３には絞り２０４が設けられている。この絞り２０
４は集光光学系２２と一体型レセプタクル１８ｂの間、或いは光源ランプ２１と集光光学
系２２との間に配置される。
【０１５０】
そして、判別部２０１から出力された判別データを光量調整回路２０３で検知し、ケーブ
ル部７のライトガイドコネクタ１３ｂに電子内視鏡２或いは光学内視鏡４のライトガイド
コネクタ１３ａ或いは１３ｃが接続されている場合には、絞り２０４を絞って、光源装置
８から一体型レセプタクル１８ｂを介して出射される光の光量を絞る。
【０１５１】
尚、光量調整回路２０３は電流検知時に絞り２０４を絞るばかりでなく、閉じるように構
成しても良い。この場合、光源装置８の一体型レセプタクル２８ｂより出射される光は全
くなくなってしまうことになる。
【０１５２】
そして、ケーブル部７のライトガイドコネクタ１３ｂに電子内視鏡２或いは光学内視鏡４
のライトガイドコネクタ１３ａ或いは１３ｃが接続されていない場合には、光量調整回路
２０３は絞り２０４を開放する。
【０１５３】
これにより、ケーブル部７のライトガイドコネクタ１３ｂが電子内視鏡２或いは光学内視
鏡４に接続されていない場合には光源装置８の出射光量が絞られるか、或いは全くなくな
ることとなり、このライトガイドコネクタ１３ｂを電子内視鏡２或いは光学内視鏡４に接
続した際に光源装置８の出射光量は内視鏡観察に適する光量まで増加することとなる。
【０１５４】
この結果、ケーブル部７のライトガイドコネクタ１３ｂ非接続の際におけるこのコネクタ
端からの出射光量を自動的に抑制することができる。従って、光源装置８の光源ランプ２
１発光を停止したりする作業を行わなくとも、出射光に煩わされずにライトガイドコネク
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タ１３ｂの接続が可能である。即ち、コネクタ接続作業の簡便化ができる。
【０１５５】
尚、本実施の形態では光源装置８の出射光を抑制する例を示したが、同様にして、第１の
実施の形態における電気信号コネクタ１５ｂが電気信号コネクタ１５ａ或いは１５ｃと接
続しているか否かを判別し、接続していない場合には光源装置８の一体型レセプタクル１
８ｂより出力される電気信号や電源出力を停止するよう構成することも可能である。
【０１５６】
また、図２６に示すように内視鏡装置２１０は、ケーブル部７に内装された電気信号線１
７、一体型プラグ１８ａ、一体型レセプタクル１８ｂを介して光源装置内に供給された撮
像信号を処理するための調光信号回路２１１を光源装置８内に内蔵し、この調光信号回路
２１１は入力された撮像信号を基に、内視鏡像自体の明るさを伝える調光信号を出力する
ように構成しても良い。この場合、出力された調光信号は光量調整回路２０３へと供給さ
れ、この光量調整回路２０３は内視鏡像の明るさが適正となるよう、絞り２０４を制御す
る。
これにより、使用者は、常時適正な明るさの内視鏡像１０ａをモニタ１０のモニタ画面１
０ｂ上に観察することが可能となる。
【０１５７】
尚、本発明は、以上述べた実施形態のみに限定されるものではなく、発明の要旨を逸脱し
ない範囲で種々変形実施可能である。
【０１５８】
［付記］
（付記項１）　照明光を発生する光源及びこの光源で発生した照明光を内視鏡に供給する
光学系を有する内視鏡用光源装置において、
電子内視鏡に内蔵した撮像装置、又は光学内視鏡に着脱自在に取り付け可能なテレビカメ
ラヘッドに内蔵した撮像装置を駆動する駆動信号の出力及び電力の供給と、前記撮像装置
からの撮像信号の入力とが可能な第１の接続手段と、
外部機器と信号の授受が可能な第２の接続手段と、
前記第２の接続手段を介して授受を行う信号を、入出力間を絶縁して伝達するアイソレー
ション回路と、
商用電源側である一次側と絶縁する絶縁回路を有し、前記光源及び前記撮像装置への電力
の供給を行う電源回路と、
前記光源からの光束を、前記光学系を介して供給可能な光接続手段と、
を具備したことを特徴とする内視鏡用光源装置。
【０１５９】
（付記項２）　照明光を発生する光源及びこの光源で発生した照明光を内視鏡に供給する
光学系を有する内視鏡用光源装置において、
電子内視鏡に内蔵した撮像装置、又は光学内視鏡に着脱自在に取り付け可能なテレビカメ
ラヘッドに内蔵した撮像装置を駆動する駆動信号の出力及び電力の供給と、前記撮像装置
からの撮像信号の入力とが可能な第１の接続手段と、
前記撮像信号と前記駆動信号及び前記電力のうち、少なくとも前記撮像信号の入出力間を
絶縁して信号の伝達を行うアイソレーション回路と、
前記アイソレーション回路によって絶縁されたもののうち、少なくとも前記撮像信号を外
部機器に出力が可能な第２の接続手段と、
商用電源側である一次側と絶縁する絶縁回路を有し、前記光源及び前記撮像装置への電力
の供給を行う電源回路と、
前記光源からの光束を、前記光学系を介して供給する光接続手段と、
を具備したことを特徴とする内視鏡用光源装置。
【０１６０】
（付記項３）　前記第１の接続手段と前記光接続手段とを一体的に構成したことを特徴と
する付記項１又は２に記載の内視鏡用光源装置。
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【０１６１】
（付記項４）　電子内視鏡又は光学内視鏡に照明光を供給する第１の接続手段と、
前記電子内視鏡に内蔵した撮像装置、又は前記光学内視鏡に着脱自在に取り付け可能なテ
レビカメラヘッドに内蔵した撮像装置を駆動する駆動信号の出力及び電力の供給と、前記
撮像装置からの撮像信号の入力とが可能な第２の接続手段と、
前記第２の接続手段から入力する撮像信号を出力可能で、前記第２の接続手段から出力す
る駆動信号を入力可能な信号入出力部及び前記第１の接続手段から出力する照明光を入力
可能な照明光入力部を一体的に構成した第３の接続手段と、
を具備したことを特徴とする内視鏡用接続ケーブル。
【０１６２】
（付記項５）　付記項４の内視鏡用接続ケーブルと付記項３の内視鏡用光源装置と、を有
することを特徴とする内視鏡装置。
【０１６３】
【発明の効果】
以上説明したように本発明によれば、接続作業を簡略化でき、電子内視鏡装置と光学内視
鏡装置との互換性が有効で、且つ経済的であり、撮像信号の漏れ電流を押さえると共に、
耐電圧が確保可能であるといった効果を有する。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施の形態を備えた内視鏡装置を示す全体構成図
【図２】図１の電子内視鏡の操作部近傍、ケーブル部端部及びカメラヘッド端部を示す外
観図
【図３】図３はライトガイドコネクタ及び電気信号コネクタを示す説明図であり、図３（
ａ）はケーブル部端部の断面図、図３（ｂ）は電子内視鏡の操作部近傍の断面図、図３（
ｃ）は光学内視鏡の操作部近傍の断面図
【図４】図４はカメラヘッドを示す説明図であり、図４（ａ）は図２のカメラヘッド端部
の断面図、図４（ｂ）はカメラヘッドの外観図
【図５】図５はケーブル部の一体型プラグを示す説明図であり、図５（ａ）はケーブル部
の一体型プラグの断面図、図５（ｂ）は同図（ａ）の外観図
【図６】図６は光源装置の一体型レセプタクルを示す説明図であり、図６（ａ）は一体型
レセプタクルの断面図、図６（ｂ）は同図（ａ）の外観図
【図７】本発明の第１の実施の形態の変形例を示す内視鏡装置の構成図
【図８】他の変形例を示す断面図
【図９】本発明の第２の実施の形態を備えた内視鏡装置を示す全体構成図
【図１０】本発明の第３の実施の形態を備えた内視鏡装置を示す構成図
【図１１】図１０の変形例を示す内視鏡装置の構成図
【図１２】図１２及び図１３は図１１の変形例を示し、図１２は面電極を形成した電気信
号コネクタを有する電子内視鏡の操作部近傍、ケーブル部端部及びカメラヘッド端部を示
す外観図
【図１３】平面状に形成した電気信号コネクタを有する電子内視鏡の操作部近傍、ケーブ
ル部端部及びカメラヘッド端部を示す外観図
【図１４】他の変形例を示す内視鏡装置の構成図
【図１５】図１４の変形例を示す内視鏡装置の構成図
【図１６】本発明の第４の実施の形態を備えた電子内視鏡の操作部近傍、ケーブル部端部
及びカメラヘッド端部を示す外観図
【図１７】図１６の断面図
【図１８】図１６及び図１７の構成を備えた内視鏡装置の構成図
【図１９】本発明の第５の実施の形態を備えた光源装置の一体型レセプタクル及びアダプ
タユニットを示す断面図
【図２０】図１９の構成を備えた内視鏡装置の構成図
【図２１】図図２１は図１９のアダプタユニットの変形例を示す説明図であり、図２１（
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ａ）は、撮像信号コネクタに設けたアダプタユニットを示す説明図、図２１（ｂ）は駆動
回路を内蔵したアダプタユニットを示す説明図
【図２２】図２１（ａ）の構成を備えた内視鏡装置の構成図
【図２３】図２１（ｂ）の構成を備えた内視鏡装置の構成図
【図２４】図２３の変形例を示す内視鏡装置の構成図
【図２５】本発明の第６の実施の形態を備えた内視鏡装置の構成図
【図２６】図２５の変形例を示す内視鏡装置の構成図
【図２７】従来の電子内視鏡装置を示す構成図
【図２８】従来の光学内視鏡装置を示す構成図
【符号の説明】
１　　　　　 　…内視鏡装置
２　　　　　 　…電子内視鏡
３　　　　　 　…撮像素子
４　　　　　　 …光学内視鏡
６　　　　　　 …カメラヘッド
７　　　　　 　…ケーブル部
８　　　　　 　…光源装置（内視鏡用光源装置）
９　　　　　　 …ビデオプロセッサ
１３ａ～１３ｃ …ライトガイドコネクタ
１５ａ～１５ｃ …電気信号コネクタ
１６　　　　　 …ライトガイド
１７　　　　　 …電気信号線
１８ａ　　　　 …一体型プラグ
１８ｂ　　　　 …一体型レセプタクル
２１　　　　　 …光源ランプ
２２　　　　　 …集光光学系
２３，２７　　 …アイソレーション回路
２４　　　　　 …信号コネクタ
２５，３５　　 …電源回路
２８ａ，２８ｂ …エンクロージャ部材
３１　　　　　 …出力ケーブル
３２　　　　　 …駆動回路
３３　　　　　 …信号処理回路
６１ａ～６１ｃ，
７１　　　　　 …スリーブ
６３　　　　　 …コンタクトピン
７３，８２　　 …電気接点
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学内窥镜4和摄像头6的线缆部分7.线缆部分7具有光导连接器13b和电信
号连接器15b，并且整体式插头18a，其一端连接到光源装置8的整体式
插座18b。光源装置8包括隔离电路23，用于在保持整体式插座18b之间
的电绝缘的同时传输电信号和电源，信号连接器24和电源电路25处于预
定的耐压和泄漏电流，以及隔离电路27，用于在保持电源电路25和商用
电源之间的耐受电压的同时传输电力。
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